


甲
斐
田
市
政
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‘愛大村市長

甲斐田園彦

こ
の
度
、
市
民
の
皆
様
を
は
じ

め
、
各
方
面
か
ら
力
強
い
ご
支
援

を
賜
り
、
引
き
続
き
市
政
の
重
責

を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

皆
様
方
か
ら
賜
り
ま
し
た
信
頼

と
期
待
に
お
応
え
す
る
た
め
、
新

た
な
決
意
と
情
熱
を
も
っ
て
、

二

十

一
世
紀
に
大
き
く
飛
朔
す
る
ふ

る
さ
と
大
村
市
の
ま
ち
明つ
く
り
に

全
力
を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
。

こ
の
為
、
私
は
、

①
夢
と
力
強

い
動
き
の
あ
る
前
向
き
の
市
政

②
市
民
の
立
場
に
立
っ
た
市
民
本

位
の
あ
た
た
か
な
市
政

③
市
民

に
聞
か
れ
た
透
明
・
公
正
な
市
政

を
基
本
に
市
民
の
意
見
を
良
く
聞

き
、
明
朗
に
し
て
効
率
的
な
市
政

を
誠
実
に
行
っ
て
参
り
ま
す
。

な
に
と
ぞ
、
今
後
と
も
一
層
の

ご
指
導
ご
鞭
捷
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一
期
日
の
ス
タ
ー
ト

「
子
供
に
お
も
い
や
り
の
心
と
夢
を
」

「
若
者
に
誇
り
と
活
力
を
」

「
お
年
寄
り
に
生
き
が
い
と
安
心
を
」

任
期
満
了
に
伴
う
大
村
市
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
第
行
代
・
大
村

市
長
に
、
無
投
票
で
信
任
を
得
た
、
甲
斐
田
園
彦
市
長
が
再
選
さ

れ
、
叩
月
時
日
か
ら
2
期
目
の
市
政
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

私
の
基
本
政
策

「
い
き
い
き
大
村
」
の
ま
ち
"つ
く
り

①
空
港
を
活
か
し
た
国
際
交
流
都

市
大
村
の
実
現

②
長
崎
新
幹
線
の
早
期
着
工

③
J
R
大
村
線
の
整
備
充
実

④
国
道
弘
号
の
早
期
拡
幅
と
都
市

計
画
道
路
久
原

・
梶
ノ
尾
線
な
ど

市
内
幹
線
道
路
の
整
備

⑤
下
水
道
・
生
活
道
路
な
ど
住
み

や
す
い
生
活
基
盤
の
整
備

⑤
後
継
者
が
意
欲
を
持
て
る
農
林

水
産
業
の
育
成
振
興

⑦
地
場
経
済
を
支
え
る
商
工
業
の

活
性
化

③
企
業
誘
致
推
進
に
よ
る
産
業
基

盤
の
強
化

⑨
か
け
が
え
の
な
い
恵
ま
れ
た
自

然
環
境
の
保
全
と
創
造

⑩
均
衝
の
あ
る
地
域
振
興
と
、
ま

ち
の
顔
で
あ
る
中
心
市
街
地
の
再

活
性
化

( 

( 

「
い
き
い
き
市
民
」
の
ま
ち
いつ
く
り

①
生
き
甲
斐
を
持
ち
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
長
寿
の
ま
ち
、つ
く
り

②
障
害
者
等
が
豊
か
に
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
、
つ
く
り

③
予
防
と
治
療
そ
し
て
ケ
ア
の
行

き
届
い
た
健
康
の
ま
ち

n

つ
く
り

④
多
子
家
庭
で
も
安
心
し
て
働
け

る
、
子
育
て
支
援
の
ま
ち
、つ
く
り

①
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
女
性
の
力
を

生
か
し
伸
ば
せ
る
ま
ち
前
つ
く
り

⑥
思
い
や
り
の
心
と
科
学
す
る
心

を
育
み
、
個
性
が
光
り
、
歴
史
・

文
化
の
薫
る
「
教
育
の
ま
ち
」
づ

ノ
¥
h円
ノ

⑦
楽
し
く
、
た
く
ま
し
く
躍
動
す

る
、
活
き
活
き
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち

づ
く
り

⑧

「
ふ
る
さ
と
大
村
」
を
誇
り
に

思
い
、
夢
を
持
っ
て
い
き
い
き
と

働
け
る
ま
ち

n

つ
く
り

( 

( 

高木選挙管理委員長から当選証書を受ける

甲斐田市長 (9/28・市長応接室)

t 
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市職員らの出迎えを受け登庁 (9/21・市役所)



基
本
政
策
の
中
で
も
、

注
い
で
参
り
ま
す
。

特
に
次
に
掲
げ
る
課
題
に
力
を

子
育
て
支
援
の
ま
ち
づ
く
り

育
て
る
こ
と
に
夢
を
も
て
る
社
会

で
な
く
な
っ
て
い
る
(
厚
生
白
書
)
」

こ
と
を
反
映
し
た
結
果
、
だ
と
も
言

え
ま
す
。

子
供
た
ち
は
、
社
会
全
体
の
宝

で
す
。
子
育
て
を
地
域
社
会
全
体

で
支
援
し
て
い
く
ま
ち

m

つ
く
り
、

女
性
が
安
心
し
て
子
供
を
た
く
さ

ん
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境

m

つ
く
り

が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
今
後
と
も
、
保
育

サ
ー
ビ
ス
・
学
童
保
育
(
児
童
ク

ラ
ブ
)
や
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

我
が
国
は
、
今
、
少
子
型
高
齢

社
会
へ
と
急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
。

少
子
化
の
問
題
は
特
に
深
刻
で

す
。
昨
年
、
厚
生
省
が
発
表
し
た

「
合
計
特
殊
出
生
率
(
一
人
の
女
性

が
一
生
の
う
ち
に
産
む
子
供
の

数
)
」
は
、

1
・
却
人
と
な
っ
て
お

り
、
統
計
史
上
最
低
を
記
録
し
て

い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、

「
子
供
を
産
み
、

等
に
よ
る
育
児
相
談
な
ど
を
よ
り

一
層
充
実
し
て
ま
い
り
ま
す
。

女
性
・
高
齢
者
の
社
会
参
両
の
推

進
と
生
き
が
い
の
ま
ち
づ
く
り

女
性
や
高
齢
者
が
、
い
き
い
き

と
働
き
、
社
会
活
動
が
で
き
る
環

境
m

つ
く
り
が
大
切
で
す
。

少
子
型
高
齢
社
会
が
進
展
し
て

い
く
中
で
、
労
働
力
人
口
も
減
少

し
、
そ
の
結
果
、
日
本
の
経
済
成

長
や
年
金
制
度
に
も
大
き
く
影
響

を
及
ぼ
し
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
女
性
や
高
齢
者

の
就
業
機
会
を
増
や
す
な
ど
、
女

性
と
高
齢
者
の
力
を
あ
ら
ゆ
る
分

野
に
活
か
す
環
境

n

つ
く
り
が
必
要

で
す
。

特
に
、
女
性
の
社
会
参
画
の
推

進
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
女
性

の
力
を
生
か
し
伸
ば
せ
る
ま
ち

M

つ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
お
年
寄
り
が
元
気
で
長

生
き
し
、
生
き
が
い
を
も
っ
て
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

n

つ
く
り

に
努
め
ま
す
。

教
育
の
ま
ち
づ
く
り

ま
ち

n

つ
く
り
は
人

n

つ
く
り
で
す
。

大
村
は
、
歴
史
的
に
も
日
本
を

代
表
す
る
先
駆
者
を
数
多
く
排
出

し
て
お
り
、
教
育
的
な
土
壌
を
持

っ
た
歴
史
あ
る
ま
ち
で
す
。

子
供
た
ち
が
、
自
分
の
頭
で
考

え
、
科
学
す
る
心
を
育
む
環
境
ぃ
つ

く
り
を
す
す
め
ま
す
。
ま
た
、
子

供
た
ち
に
他
人
を
思
い
や
る
心
を

地
域
社
会
全
体
で
育
ん
で
い
け
る

よ
う
な
環
境
川
つ
く
り
に
努
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
が

生
涯
を
通
し
て
学
び
あ
え
る
ま
ち

と
し
て
、
い
き
い
き
と
し
て
個
性

が
光
る

「
教
育
の
ま
ち
」
の
実
現

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

若
者
が
誇
り
を
持
ち
、

ち
た
ま
ち
づ
く
り

活
気
に
満

活
力
と
活
気
に
満
ち
た
ま
ち
納つ

く
り
の
た
め
に
は
、
若
者
が
わ
が

ま
ち
に
誇
り
を
持
ち
、
生
き
生
き

と
活
動
す
る
ま
ち
に
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
、
雇
用
の
場
や

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
場
の
確
保
が
必
要
で
す
。
地
場

産
業
の
育
成
や
商
工
業
・
農
林
水

産
業
な
ど
産
業
基
盤
の
強
化
を
図

る
と
と
も
に
、
企
業
等
の
誘
致
を

す
す
め
、
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設

等
を
整
備
し
、
様
々
な
大
会
や
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
で
き
る
よ
う
に
努

め
ま
す
。

自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
住
み
や
す

い
ま
ち
づ
く
り

ま
ち

m

つ
く
り
の
基
本
は
、
何
と

言
っ

て
も
快
適
な
生
活
環
境
の
確

保
で
す
。
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た

大
村
の
特
性
を
生
か
す
と
と
も
に
、

下
水
道
や
生
活
道
路
な
ど
生
活
基

盤
の
整
備
を
す
す
め
、
ま
た
、
歩

道
や
施
設
な
ど
に
つ
い
て
も
高
齢

者
・
障
害
者
な
ど
全
て
の
人
に
優

し
い
住
み
や
す
い
ま
ち
、
つ
く
り
に

一
層
努
め
ま
す
。
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これからのまちづくりの墓になる「大村市都市計画マスタープ
ランJを策定することになりました。このプランには、市民の皆
さんの声をできるだけ反映させたいと思っています。そこで説明
会を開催しますので、みなさんの率直な声を聞かせて下さい。

みんなが生き生きと

暮らせるまちがいいね
「
子
育
て
し
や
す
い
環
境
が

一
番」

「
家
族
で
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き

る
場
所
が
ほ
し
い
ね
」

「
年
寄
り
も
安
心
し
て
歩
け

る
ま
ち
に
な
っ
て
も
ら
い

た
い
ね
」

「
人
が
集
ま
っ
て
く
る
発
展

性
の
あ
る
ま
ち
で
あ
っ
て

ほ
し
い
ね
」

1 1日12日(11りから説聞舎を開催します。
平成4年の都市計画法の改正によって、 「市町村の都市計画に関する基本的な方針jを定

める都市計画マスタ一フランの制度が創設されました。市では平成6年から作業に取りかか

り、アンケー卜調査などによりみなさんのご意見をお聞きしながら、内部で素案の検討を重

ねてまいりました。今回の説明会では、素案を公表し、さらにこれに対するご意見などをお

聞きしたいと思っています。皆さんお気軽にご参加下さい。

開催場所および日時

松原出張所

萱瀬出張所

福重出張所

竹松出張所

中地区公民館

鈴田出張所

三浦出張所

中央公民館
(シーハットおおむら内)

1 1月 12日(木)

1 1月16日(月)

1 1月18日(水)

1 1月20日(金)

1 1月24日(火)

1 1月26日(木)

1 1月30日(月)

1 2月 2日(水)

。時間はいずれも午後7時---9時

-4-



都
市
計
画
マ
ス
タ
1

フ
ラ
ン
と
は

都
市
全
体
を
将
来
ど
の
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
の
か
を
具
体
的
に
構
想
し
、

そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
土
地
利
用
の

誘
導
や
、
公
共
施
設
の
整
備
に
関
す
る

方
針
を
明
確
に
す
る
も
の
で
す
。

よ
り
良
い
ま
ち
帆
つ
く
り
の
た
め
に

は
、
人
口
、
土
地
利
用
、
都
市
施
設
な

ど
に
つ
い
て
の
見
通
し
ゃ
目
標
を
明
ら

か
に
し
、
都
市
全
体
や
身
の
ま
わ
り
の

ま
ち
を
、
将
来
ど
の
よ
う
に
し
て
い
き

た
い
の
か
を
具
体
的
に
定
め
た
上
で
、

土
地
利
用
の
誘
導
、
公
共
施
設
の
整
備

を
は
じ
め
と
し
て
、
数
多
く
の
こ
と
を

同
時
に
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
多
く
の
こ
と
を
束

ね
、
全
体
が
秩
序
立
っ
て
進
ん
で
い
く

よ
う
に
す
る
た
め
の
基
本
方
針
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

市
の
「
都
市
計
画
に
関
す
る
基
本
的
な

方
針
」
と
し
て
制
度
化
さ
れ
た
の
が
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
す
。

内
容
は
、
都
市
全
体
の
構
想
と
地
域

別
の
構
想
、
そ
し
て
そ
の
構
想
実
現
に

向
け
て
の
施
策
に
よ
り
構
成
さ
れ
ま

す
。

策
定
の
方
針

本
市
で
は
、
近
年
の
年
間
千
人
に
も

お
よ
ぶ
人
口
増
加
に
伴
い
新
規
住
宅
が

立
地
し
、
市
街
地
の
区
域
が
拡
大
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
長
崎
空
港
や
九
州
横
断
道
路

の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
あ
り
、
さ
ら

に
長
崎
新
幹
線
の
駅
が
予
定
さ
れ
る
な

ど
、
交
通
の
要
衝
と
し
て
今
後
様
々
な

施
設
の
立
地
が
進
む
も
の
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
本
市
が
持
つ
豊
か
な

自
然
を
将
来
に
残
し
な
が
ら
、
こ
の
よ

う
な
都
市
発
展
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
市

民
に
や
さ
し
く
住
み
や
す
い
ま
ち

m

つ
く

り
へ
と
、
誘
導
す
る
た
め
の
長
期
的
な

展
望
に
立
っ
た
も
の
と
し
ま
す
。

1.北部地域

f- f ，/¥ 
_/J"r-- '..;- ¥ 

、一一¥

f 

/、~-~ノ

r/2.中北部地域

) 3. 中南部地域

4.南部地域

地

域

別

整

備

構

想

の

概

要

ー
北
部
地
域

国
道
沿
道
お
よ
び
松
原
駅
周
辺
の
都

市
集
積
と
、
周
辺
農
業
地
域
の
共
存
す

る
環
境
を
保
全
育
成
し
、
道
路
、
公
園
、

下
水
道
な
ど
の
居
住
環
境
の
整
備
に
努

め
ま
す
。

2
中
北
部
地
域

地域区分

住民アンケート調査

都市計画マスタープラン素案作成

3
中
南
部
地
域

歴
史
的
ま
ち
並
の
保
全
を
図
り
、
ま

た
地
方
拠
点
都
市
の
中
心
市
街
地
に
ふ

さ
わ
し
い
、
風
格
あ
る
ま
ち

m

つ
く
り
に

努
め
ま
す
。

4
南
部
地
域

農
業
の
振
興
を
主
体
と
す
る
地
域
で

あ
り
ま
す
が
、
す
で
に
宅
地
化
や
工
業

集
積
が
進
み
つ
つ
あ
る
区
域
に
つ
い
て

は
、
都
市
施
設
な
ど
の
整
備
に
努
め
ま

す
。

住民説明会

都市計画マスタープラン検討委員会

問い合わせ:都市計画課

都市計画係(内線)434 
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都市計画審議会

公表



子供たちの

「心の相談Jを受けています

「市長と語る女性の集いjを

聞きます

子供たちのさまざまな悩み相談を行っています。お

気軽にご相談ください。

女性の皆様のご意見を広く聴き、 市政に反

映させるため 「市長と語る女性の集pJを設け

ました。
相談員 ・機関 配 置校 電話番号 主 な活動

大村小学校 53-7117 
スク-)t，.-

児童生徒へのカ ウンセリン
人数に制限はありませんので、女性の皆様の

多数の参加をお待ちします。
カウンセラー

玖島中学校 53-3401 グおよび教職員・保護者に

郡中学校 55-8318 対する助言、援助 問い合わせ 企画調整課 (内線 22 0) 
西大村中学校 53-2360 

「心の教室」
大村中学校 53-1333 

生徒の話し相手および悩み

相談員 相談
桜が原中学校 55-1166 日程表 時間 午後 7時-9時

市少年センター
53-1020 

いじめ、不登校および健全育 地区 実月 日 場 所
ヤングァテレフォン 成等少年に関する各種相談

いじめ、不登校等、 小中
大村・ 西大村 11/25 (水) 市民会館 3階会議室

市教育委員会学校教育課 53-4122 学校教育に関する各種相談 三浦 ・鈴田 11/27 (金) 鈴田出張所
および就学に関する相談

竹松 ・萱瀬 11/30 (月) 竹松出張所

このほか、 IPじめ・登校拒否問題相談人材パンク」も開設

しています。(詳細は市政だより 6月号に掲載)

松原・ 福重 12/1 (火) 松原出張所

住宅需要実態調査に

ご協力ください

この調査は、住宅について皆様がどのよう

に考えておられるかなどを調査し、住宅施策

の重要な資料となるものです。

11月24日から 12月7日までの問、調査員が

対象となった世帯にお伺いしますので、ご協

力をお願いします。

問い合わせ

建築課(内線 44 3) 

国土法の届出が変わりました

平成10年 9月1日から、国土利用計画法に

基づく届出制度が、事前届出制から事後届出

制へ変更されました。

大規模な土地について、売買などの取り引

きをした場合には、契約締結後 2週間以内に、

買主が土地の利用目的及び取引価格等を届け

出なければなりません。

問い合わせ 企画調整課(内線 22 4) 

より阜く、より貝やすく!! 

戸籍がコンヒ。ユータ化で

生まれ変わります

""' 1 2月ア白から実施します~

これまで和紙で管理していた戸籍を12月7日から

コンビュータ化することになりました。

これにより、 戸籍が正確で見やすくなり、発行時間

も大幅に短縮されます。

戸籍は、人が生まれてから亡くなるまでの記録と、

親子関係など親族的な身分関係を記録し、証明する唯

一の公文書です。

今まで戸籍に記載されていた氏 ・名の文字には、漢

和辞典などにない文字も含まれていましたが、そのよ

うな文字は使用できなくなります。辞典にない文字が、

現在の戸籍に記載されている場合は、 漢和辞典などに

正字あるいは俗字として載っている文字に直して記録

されます。

該当する人には、お知らせの文書を発送いたします。

分からなかったり ・不審な点がありましたらお気軽に

お問い合わせください。

戸籍のコンビュータ化については、来月号で詳しく

お知らせします。

問い合わせ 市民課(内線 10 1 ) 

-6-



秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

日

刊

月

9
日
j
時
日
H

『
気
を
つ
け
て

は
じ
め
は
す
べ
て

小
さ
な
火
』

今
年
も
火
災
の
発
生
し
や
す
い
時
期
を
迎
え
ま
し
た
。
火

災
は
生
命
や
財
産
を

一
瞬
に
し
て
奪
う
こ
と
も
あ
り
、
未
然

に
防
止
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
も
し
、
火
災
に
な
っ
た
と

き
は
、
早
期
発
見
と
早
い
通
報
、
そ
し
て
初
期
消
火
が
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
、

一
人
ひ
と
り
が

ま
し
ょ
う
。

「
火
の
用
心
」

こ
心
が
け

山ハ
の
回
出

7
つ
の
ポ
イ
ン
ト

家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
。

寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
を
し
な
い
。

天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の
場
を
離
れ
な
い
。

風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を
し
な
い
。

子
供
に
は
、
マ

ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
で
遊
ば
せ
な
い
。

電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、
た
こ
足
配
線
は
し
な
い
。

ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
を
近
づ
け
な
い
。

サイレンを鳴らします
11月9日(月) 午前 8時に消防演

習招集のための、サイレンを30秒間鳴

らします。

また、火災予防期間中、午後 8時を

『消防の時間』と定め、 30秒間サイレ

ンを鳴らします。

匂発
電気火災を起こさないために

電気機器は正しく使いましょう

.プラグを抜く時はコード部分を持って引っ張ら

ない。

.差し込みが緩くなったままの状態で使用しない0

.タコ足配線や素人工事をしない。 ※ 

.プラグを長期間差し込んだままにするとトラッ

キング現象が起こることがあります。

.電源コードを屈折したまま使用したり 、家具等

に挟まれた状態で使用すると、ショ ト等の原因

となります。

.配線・コードの正しい使い方電気は、正しい使い方をすれば、とても安全で便

利なものです。しかし、安全への心くばりが足りなか

ったり、使い方があやまっていたりすると、感電事故

や電気火災などを引き起こす原因にもつながります。

※トラッキング現象とは・-
コンセントに長期間プラグを差し込んだままの

状態で使用したり、コンセントの前に物を置いた

ため、掃除が行き届かず、プラグ周辺にほこりが

付着し、このほこりが大気中の水分を眼収しプラ

グの両刃聞で放電が起こりプラスチッつが往々に

炭化します。これに気づかずに使用し続けると、

この炭化部分が次第に発熱し発火します。

.電気機器等による出火原因には・

電気スト ブや電気コンロなどの発熱体をもっている

電熱器具に、力一テンや洗濯物などが接触したリ、落下

したりして起きることがあります。また、電熱器具から

出る放射熱によっても起きることがあります。電熱器具

に燃えやすいものを近づけないように注意してくだい。

Eテレ山蔵庫等は

年に一度は点検・お掃除を!

な

め

依

常

阜

の

異

ば

理

ー

ー

な

れ

修

心

う

あ

雲

よ

で

検

必

の
能
岨
占
…
が

こ

状

に

頼

h

，v 
-焦げくさい臭い

・モーター部分等が異常に熱い

.回転速度が不規則

-変色・異音振動等

や

が

と

庫
v

t

レ
蔵
一

一TJ
古
川

( 

火
事
・
救
急
の
1
1
9
番

通
報
に
つ
い
て

市
内
か
ら
か
け
る

1
1
9
番
は
、
す
べ
て

諌
早
市
に
あ
る
県
央
組
合
消
防
本
部
の
通
信

指
令
セ
ン
タ
ー
へ
入
り
ま
す
。
そ
こ
か
ら
各

消
防
署
・
分
署
へ
消
防
隊
・
救
急
隊
の
出
動

を
指
令
し
ま
す
。

通
報
の
仕
方

火
事
で
す
l

(
救
急
で
す
。
)

場
所
は
、

O
O市
O
O町
O
番
地

O
の
O
Oと
い
う
家
で
す
。

0
0小
学
校
の
そ
ば
で
す
。
(
目
標

に
な
る
学
校
や
ビ
ル
や
団
地
等
。
目

標
と
な
る
も
の
が
な
い
時
は
、
電
話

を
し
て
い
る
住
所
、
番
地
ま
で
)

こ
の
他
、
係
員
が
火
事
や
救
急
の
状
況
、

電
話
番
号
等
を
聞
き
ま
す
。

。
自
分
の
家
の
住
所
を
書
き
入
れ
て

、

声
を
出
し
て
読
ん
で
み
て
下
さ
い
。

O
落
ち
着
い
て
、
は

っ
き
り
言
い
ま
し
ょ
う

0

0
携
帯
電
話
は
、
場
所
に
よ

っ
て
は
よ
く
聞

き
取
れ
な
い
場
合
や
途
中
切
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
近
く
に
普
通
電
話
か
公
衆
電
話
が

あ
る
と
き
は
、
そ
れ
ら
を
優
先
し
て
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

度

お
知
ら
せ

言
葉
や
耳
の
不
自
由
な
方
の
た
め
に
、

1
1
9
香
専
用
の
フ
ァ
ッ
ク
ス
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

1
1
9
蓄
を
ダ
イ
ヤ
ル
す
る

だ
け
で
普
通
の
フ
ァ
ッ
ク
ス
と
同
じ
よ
う

に
緊
急
通
報
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

専
用
の
通
報
用
紙
が
消
防
署
と
分
署
に
お

い
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

7 



CAMERA SPOT 

9/m r敬老の日」

古楽しい催しで祝う
池田保育所の園児たちも、
地元の敬老会に参加、踊
りなと‘でおネ兄いしました。

( 

11月3日(祝)
市民会館駐車場
※道行出発地点皇大神宮午前10時20分

ブラスバン ド・ リズムダンス・チアリーダー・
カラーガード隊 ・マーチング・万灯行進 ・
民踊道行・日舞道行 ・中岳浮立・黒丸踊・
水主町コッコデショ・樽みこし・仮装大将
※エアートラ ンポリンも設置します。

大村祭協賛会 (大村商工会議所内)te1.53-4222 

期 日

お祭り広場

出演種目

問い合わせ

9/41長年の夢かなった

「第17回フラワーデザイン競技会ジ

ャパン力ップ」で優勝した森洋子さん

(水主町2丁目)が、 9月16日、市役所

を訪れ、 甲斐田市長に「長年の夢であ

った賞が取れて大変うれしい、日に日

に実感を感じる」と喜びを語り 、市長

は、「夢を売る商売はいし1ですねJと、

喜んでいました。

@

手

話

熱

演

!

Q
d
 

9
月
ロ
目
、
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
さ
く
ら
ホ

ー
ル
に
お
い
て
、
「
大
村
手
話
サ
ー
ク
ル
創
立

却
周
年
記
念
大
会
」
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
福
団
治
亭

一
福
さ
ん
の
手
話
落
語
が
華
や

か
に
始
ま
る
と
、
会
場
は
笑
い
の
渦
に
包
ま
れ

ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
振
り
付
け
に
手
話
も
取
り

入
れ
た
手
話
舞
踊
と
、
「
却
年
の
あ
ゆ
み
そ

し
て
未
来
へ
」
と
題
し
た
手
話
劇
も
上
演
さ
れ
、

聴
覚
障
害
者
と
共
に
歩
む
手
話
サ
ー
ク
ル
活
動

の
こ
れ
ま
で
の
思
い
と
健
聴
者
へ
の
理
解
を
P

R
し
ま
し
た
。

9/~ 
回~シュート.ゲシュー卜.ゲ

「第5回琴の湖杯・西日本選抜車いす

ツインバスケッ トポール大会」が9月
12日 .13日、 市体育文化センターで

行われました。大会には、 県内外か

ら11チームが参加。車いすを巧みに

操りながらシュー卜をしていました。

9/.ルールを守り安全にゲ

「第1回交通安全グラウンドゴjレ
フ大会Jが、 市営陸上競技場で '

9月29日聞かれました。大会に

は、 市内各地から約300人が参

加。競技をとおして、支通ル

ルとマナーを学びながらホール

インワン呂指し、熱戦が繰り広

げられました。

会

コ
引
当
T4
防
作
}

4
A
l
i
-
u
c阿
川
崎

山空
-L
A方
i
J

彼
ふ
M
創
刊
行
け
一一汚

i-re

歯
車

J
R1
2
2多
量
今
号

4
4
f
e

“
何+八

A
品
官+A 

算握瞳喜県富
岡華町

間円。
第

@
作
ろ
う
郷
土
の
名
産

Q
M
 郷

土
の
名
産
を
作
ろ
う
と

「第
2
回
大
村

ふ
る
さ
と
産
品
新
作
展
」
が
9
月
旧
日
・

m

日
開
催
さ
れ
、
市
内
業
者
か
ら
、
食
品
部
門

お
点
、
非
食
品
部
門
7
点
が
出
品
。
最
優
秀

グ
ラ
ン
プ
リ
に
は
、
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム

(手
作
り
ジ
エ
ラ
ー
ド
・
シ
ユ
シ

ユ
)、

非
食
品
で
は
、
竹
炭

(セ
ル
プ
大
村
)

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

9/~ 

「第27回大村ライオンズ優勝旗争奪少

年剣道錬成大会」が、 9月23日、市体

育文化センターで開催。市内小中学生

約200人が参加。会場は気迫に満ちた

声と熱気でいっぱいでした。

一瞬をのがすなグ
9/1>ヒコ~ンポンノ
「第16回大村市民弓道大会Jが9月20

目、 市営弓道場で行われました。大

会には、 高校生 一般約 120人が参

加。28m離れた的に精神集中。鋭い

矢を射っていました。

9/.予供のための教育とは

9月12日、市民会館において 、第6固
「教育県長崎」振興大会大村・東彼大会

が開催されました。子供たちとどのよう

に学校-地域 ・親がかかわっていくのが

いいのか、活発な意見発表がなされ、こ

れからの教育の在り方について、いろい

ろな角度から考えを深めあいました。

-8 

9月15日の敬老の日には、各地区で高

齢者を祝う催しが行われました。この目 、

甲斐田市長は、各地区を回り「元気で生

きがいを持って過ごしてくださいJとあ

いさつ。また、物まねを披露し、笑いを

さそっていました。

女最
9/8一日婦人議会開催

「第13回一日婦人議会Jがコミセ

ンで開かれました。この議会は、女

性の立場から見た行政に対する思い

を甲斐田市長をはじめ、 担当部長に

質問。現状説明や今後の取り組みな

どを答弁するなど熱心な質疑が交さ

れていました。

@

赤

い

羽

空

の

第
1
便

叩

巾
月
1
白
か
ら

「赤
い
羽
共
同
募
金
運

動
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
長
崎
空
港
に
は
、

全
日
空
機
で
「
赤
い
羽
・

空
の
第
1
便」

が
到
着
。
乗
務
員
か
ら
厚
生
大
臣

・
中
央

共
同
募
金
会
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
市
収
入

役
ら
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。どんな生き物がいたかな?

「全国モーターボート競走施行者協議会」

の助成を受けて「大村湾ウォッチング98J

を開催。海の生物をとおして、大村湾の

水質を考えようと約110人が参加。岩場

などで生き物を見つけていました。

-9-



l 随想リレー ⑧i
市
役
所

3@
a
る

こ
ん
に
ち
は
、
高
齢
福
祉
課

で
す
。

突
然
で
す
が
、
皆
さ
ん
は
今
、

大
村
市
内
に
高
齢
者
(白
歳
以

上
)
の
人
が
ど
の
位
い
る
か
ご
存

じ
で
す
か
。

そ
の
数
は
、
お
よ
そ

1
2
、

6
0
0
人
で
、
大
村
市
の
人
口

の
日

・
1
%
を
占
め
て
い
ま
す
。

総
人
口
に
対
す
る
高
齢
者
人

口
の
割
合
を
高
齢
化
率
と
い
い

ま
す
が
、
ち
な
み
に
大
村
市
の

場
合
、
昭
和

ω年
が
高
齢
化
率

叩
・

8
%
、
昭
和
白
年
が

日
・

6
%
、
平
成

3
年
が

ロ
・

9
%

と
こ
こ
凶
年
程
の
聞
に
、
急
激

子供からの道しるべ

古賀島町 76-6

大塚玲子さん

に
上
昇
し
て
き
ま
し
た
。

全
国
的
に
見
て
も
、
こ
こ

最

近
の
高
齢
化
率
は
大
村
市
同
様

今
ま
で
に
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
上

昇
し
て
い
る
の
で
す
。

こ
う
し
た
急
激
な
変
化
の
中
、

様
々
な
問
題
が
生
じ
始
め
て
い

ま
す
。
核
家
族
化
に
伴
う
老
人

の

一
人
暮
ら
し
の
増
加
や
身
体

機
能
の
低
下
し
た
人
へ
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
慢
性
的
な
不
足
な

ど
数
え
上
げ
る
と
き
り
が
あ
り

ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
事
態
に
備
え
る
た

め
に
出
て
き
た
の
が
、
今
ち
ま

た
で
噂
の

『介
護
保
険
』
で
す
。

昨
年
の
ロ
月
か
ら
は
大
村
市

で
も
高
齢
福
祉
課
を
中
心
に
モ

デ
ル
事
業
(
導
入
前
に
試
験
的
に

介
護
保
険
を
実
施
す
る
も
の
)
や

ニ
l
ズ
調
査
な
ど
平
成
ロ
年

4

月
の
介
護
保
険
全
国
実
施
に
向

け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

2
年
後
の

4
月
に
は
、
速
や

か
に
安
心
し
て
介
護
保
険
が
導

入
で
き
る
よ
う
、
今
必
死
で
取

り
組
ん
で
い

ま
す
の
で
、

こ
れ

か
ら
も
皆
様
の
応
援
を
お
願
い

し
ま
す
。

ま
た
、
従
来
の
高
齢
者
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
も
さ
ら
に
充
実

で
き
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
の

で
、
み
な
さ
ん
も
体
を

い
た
わ

っ
て
健
康
に
気
を
つ
け
て
く
だ

さ
い
ね
。

先日、「子供達の心の病について」という講演を

聞く機会があった。近年、社会の変化等に伴ぃ心を

病んでし1く子供の数は、増え続けているそうである。

けれど、そういう子供達に対する一般の意識やケア

は日本ではレベルが低く、現状との問に大きな隔た

りがあるそうだ。

講演では、いじめや家庭内暴力等についても取り

上げ、られていたが¥ 中でも不登校についての話は特

に興味深く、私の意識を変えるものだった。

現在、不登校は特別なものでは無くなってきてい

て、各クラスにー名いてもおかしくないほど増えて

いるそうだ。頭痛・腹痛・吐き気などのため、どう

しても学校へ行くことができない子供達がいる。

その事実は親達の懸命の努力を余儀なくし、教育

というものに疑問を投げ、かける。その結果、国や自

治体による学校教育の見直しが始ま った。彼等は、

大人達に今の教育の矛盾とか現実を見つめ直させる

事に成功したという内容のお話しだった。

子供というのは本来、良い方向へ進もうとする力

を持っている気がする。問題行動は、私たち大人の

誤った見方を矯正するためのものかもしれない。間

違っているのは私たち大人の方で、子供達の方では

ないのではないか。そんな気がした。

大村市国際交流員

ミゲル・オリベイラさ ん

拝
啓
親
愛
な
る
皆
さ
ん
へ

夏
の
水
田
が
最
高
に
美
し
い
緑
を
し
て

い
る
の
に
気
付
き
ま
し
た
。
日

圃

本
人
は
、
桜
の
花
を
よ
く
話
題

-
'L

に
し
、
賞
賛
し
て
い
ま
す
。
桜

-
u
ー

は
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
は
あ
り
ま
せ

7
k

ん
。
確
か
に
桜
は
美
し
い
。
し

国
ァ
札
れ

か
し
、
そ
れ
以
上
に
緑
の
水
回

目

4
1

は
美
し
い
。
そ
の
緑
は
と
て
も

園

d

明
る
く
、
木
々
の
深
い
繰
に
対

-

什
ノ

比
さ
せ
て
、
「
幸
せ
の
緑
」
と

-

、
F

名
づ
け
た
い
。
水
田
を
風
が
渡

E

J

る
様
は
、
極
め
て
美
し
い
。
水

-
cd

田
も
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
は
な
い
の

・

4
1

で
、
こ
と
さ
ら
魅
了
さ
れ
ま
す
。

-
4
1

そ
し
て
、

美
し
い
緑
が
実
際
に

-
u

け心

米
に
な
る
こ
と
を
知
っ
て
、
さ

-

リ
ー

ら
に
興
昧
を
そ
そ
ら
れ
ま
し

四

/
し

た
。
実
は
、
私
が
幼
少
の
頃
、

四

Z
Z

米
の
な

い
食
事
は
嫌
い
で
し

-

『ー

た
。
そ
れ
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
で

四
日
‘
ム

と
て
も
珍
し
か
っ
た
の
で
、
す

一

A

ぐ
に
「
中
国
人
」
と
い
う
あ
だ

-

名
が
つ
き
ま
し
た
。

過
去
に
、
外
国
人
に
妬
ま
れ
そ
う
な
日

本
の

2
つ
の
美
点
を
書
い
て
い
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
お
酒
と
温
泉
で
す
。
お
酒
は
、
日

本
の
ワ
イ
ン
と
で
も
呼
べ
る
も
の
で
す

が
、
リ
ス
ボ
ン
で
手
に
入
れ
る
こ
と
は
、

難
し
い
。
温
泉
は
、
母
国
で
は
「
天
然
水
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
北
部

に
2
1
3
か
所
あ
る
も
の
の
、
今
の
私
に

は
、
和
風
温
泉
抜
き
の
生
活
が
考
え
ら
れ

ま
せ
ん
。

温
泉
に
つ
か
っ
た
後
の
不
思
議
な
感
覚

を
こ
っ
そ
り
打
ち
明
け
ま
し
ょ
う
。

あ
る
週
末
、
友
人
達
と
温
泉
に
出
か
け

ま
し
た
。
日
本
的
な
夕
食
を
取
っ
て
、
酒

を
飲
み
な
が
ら
夜
は
更
け
て
い
き
ま
し

た
。
寝
る
前
に
、
露
天
風
呂
に
入
り
ま
し

た
。

10 

私
は
友
人
よ
り
長
く
温
泉
に

つ
か
っ
て

い
ま
し
た
。
ゆ
っ
く

り
湯
の
中
で
く
つ
ろ
い
だ
後
、

私
は
風
呂
を
出
ま
し
た
。
す
る

と
信
じ
難
い
こ
と
に
、
私
の
体

は
浮
き
上
が

っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
足
は
床
に
つ
い
て
お
ら
ず
、

空
中
を
移
動
し
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
は
素
晴
し
く
、
生
涯
初
の

夢
の
よ
う
な
体
験
で
し
た
。
若

か
り
し
頃
、
宗
教
の
授
業
で
教

わ
っ
た
「
天
国
」
と
は
、
こ
の

よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま

し
た
。
私
は
自
分
の
部
屋
ま
で
、

空
中
に
浮
い
た
ま
ま
移
動
し
、

布
団
に
横
た
わ
る
代
わ
り
に
、

布
団
の
上
に
浮
い
て
眠
り
ま
し

た
。私

が
温
泉
を
出
た
の
は
、
す

で
に
夜
更
け
だ
っ
た
の
で
、
友

人
達
は
寝
入
っ
て
お
り
、

温
泉

が
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
施
し
た
魔

法
の
力
に
気
付
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

日
本
人
の
友
人
に
、
前
夜
の
体
験
と
今

の
頭
痛
の
事
を
話
す
と
、
き
っ
と
酒
を
飲

み
す
ぎ
た
の
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

温
泉
の
不
思
議
な
力
を
信
じ
て
い
る
あ

な
た
な
ら
、
私
の
話
し
を
信
じ
て
も
ら
え

る
と
思
い
ま
す
。

と
、，
、ー心を伝え る



みんなの
健康

「
生
活
習
慣
病
」
と

そ
の
予
防

大
村
市
医
師
会

渡
辺
医
院

平日手
紀号

渡
辺

生
活
習
慣
病
と
は
、
「
食
習
慣
、

運
動
習
慣
、
休
養
、
喫
煙
、
飲
酒
な

ど
の
生
活
習
慣
(
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
)

が
、
そ
の
発
症
・
進
行
に
関
与
す
る

疾
患
群
」
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

代
表
的
な
生
活
習
慣
病
と
し
て
は
、

食
習
慣
や
運

動
習
慣
に
関

係
し
た
も
の

と
し
て
、
糖

尿
病

・
高
脂

血
症

・
循
環

「
不
適
切
」

な応
急
手
当

大
村
市
医
師
会

田
崎
医
院

田
崎

賢

異
常
な
暑
さ
も
少
し
和
ら
ぎ
活
動

的
に
な
る
季
節
、
ケ
ガ
し
な
い
に
越

し
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん

が
、
や
っ
て

し
ま

っ
た
場

合
応
急
手
当

が
そ
の
後
を

器
系
疾
患
な
ど
、
喫
煙
に
関
係
し
た

も
の
と
し
て
、
肺
癌
・
循
環
器
系
疾

患
な
ど
、
飲
酒
に
関
係
し
た
も
の
と

し
て
、
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
疾
患
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
で
は
我
々

日
本
人
に
身
近
な
生
活
習
慣
病
と
、

そ
れ
を
予
防
す
る
の
に
よ
り
良
い
と

思
わ
れ
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
紹
介

し
ま
す
。

1
.
高
血
圧

a
.
減
塩

一
現
在

一
日
平
均
ロ
ー

ロ

g
を

m

g
以
下
に
減
ら
す
。

米
国
人
の
目
標
は

6

g以
下
。

b
.
節
酒
一
少
量
の
ア
ル
コ
ー
ル

は
体
に
よ
い
。

1
日
ビ

l
ル
7

2
0
M
、
ウ
イ
ス
キ
ー

ω
M
、

日
本
酒

一
合
以
下
が
適
量
と
さ

れ
て
い
る
。

c
.
肥
満
対
策

一

(晶、
u
m
g
)
N×
N
N
T
m
が
目
標
。

d
.
身
体
活
動
の
増
加
一
目
安
を

速
足

(
l
o
o
m
/分
)
お
分
、

左
右
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
回

は
キ
ズ
、
ヤ
ケ
ド
、
打
撲
(
打
ち

身
)
・
捻
挫
の
場
合
に
チ
ヨ
ッ
ト
だ

け
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
に

つ
い
て
書
い
て
み
ま
す
。

切
り
傷
や
擦
り
傷
は
き
れ
い
に
し

て
お
く
こ
と
が
最
も
重
要
で
す
。
と

い
う
と
消
毒
薬
が
思
い
う
か
び
ま
す

が
、
大
事
な
の
は
泥
な
ど
の
汚
れ
を

落
と
す
こ
と
で
、
泥
や
砂
が
付
い
た

ま
ま
消
毒
薬
を
つ
け
て
も
効
果
不
十

分
で
す
。
き
れ
い
な
水
で
洗
い
流
し

て
下
さ
い

。
ま
た
、

「
キ
ズ
を
消
毒

と
同
時
に
乾
か
し
て
治
す
」
と
T
V

等
で
宣
伝
し
て
い
る
パ
ウ
ダ
ー
や
ス

プ
レ
ー
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
既

に
き
れ
い
に
な

っ
た
浅
い
キ
ズ
に
有

効
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
少
し
で
も

ジ
ョ

ギ
ン
グ

(1
2
0
m
/分
)

加
分
程
度
。

2
.
糖
尿
病
(
特
に
イ
ン
ス
リ
ン
非

依
存
型
)

近
年
の
糖
尿
病
患
者
の
急
増

は
、
脂
肪
摂
取
量
の
増
加
や
自
動

車
登
録
台
数
の
増
加
と
並
行
し
て

い
る
の
で
、
過
食
・
運
動
不
足
を

改
善
し

肥
満
に
注
意
し
て
下
さ

3
.
動
脈
硬
化

動
脈
硬
化
は
、
喫
煙
・
高
脂
血

症

・
高
血
圧

・
肥
満
・
糖
尿
病
な

ど
が
原
因
と
な
る
の
で
、
前
述
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
参
考
に
し
て

下
さ
い
。

4
.
癌癌

の
原
因
の
1
/

3
が
喫
煙

・

I
/

3
が
食
物
に
よ
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
例
と
し
て
日
本
人

男
性
の
肺
癌
の

2
/
3
は
喫
煙
に

よ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
又、

汚
れ
た
ま
ま
の
キ
ズ
に
使
う
と
ヨ
ゴ

レ
を
閉
じ
こ
め
表
面
が
良
く
な
っ
た

か
に
見
え
て
下
で
は
化
膿
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
使
い
方
が
難
し
い
よ
う

で
す
。

ヤ
ケ
ド
の
場
合
、
冷
や
す
の
は
皆

さ
ん
良
く
御
存
知
で
す
が
、
徹
底
し

て
冷
や
す
こ
と
を
心
掛
け
て
く
だ
さ

い
。
ヤ
ケ
ド
は
翌
日
ま
で
の
聞
に
進

行
し
、
同
じ
ヤ
ケ
ド
を
負
っ
て
も
冷

や
し
方
に
よ
っ
て
最
終
的
な
重
症
度

が
遣
っ
て
く
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

冷
や
す
と
痛
み
が
軽
く
な
り
、
冷
や

す
の
を
止
め
る
と
ま
た
痛
む
時
は
、

痛
ま
な
く
な
る
ま
で
冷
や
し
て
下
さ

い
。
様
々
な
種
類
の
油
は
、
表
面
が

赤
く
な
る
だ
け
の
浅
い
ヤ
ケ
ド
で
は

痛
み
を
少
し
和
ら
げ
ま
す
が
、
ぜ
ひ

喫
煙
は
他
の
多
く
の
癌
の
危
険
因

子
と
し
て
明
ら
か
で
す
。
食
習
慣

と
し
て
の
方
向
は
、
四
季
を
通
じ

て
多
種
類
の
野
菜
類
や
果
物
類
を

食
べ
る
こ
と
、

一
日
に

6
0
0
1

8
0
0
gの
多
種
類
の
穀
類
、
豆

類
を
食
べ
る
こ
と
、
砂
糖
は
控
え

目
に
、
ア
ル
コ
ー
ル
は
前
述
の
範

囲
内
に
、
赤
身
の
肉
(
午

・
豚
)

の
代
わ
り
に
魚
や
鶏
肉
を
食
べ
る

こ
と
、
動
物
性
脂
肪
の
多
い
食
品

を
抑
え
て
、
植
物
油
を
控
え
目
に

使
用
す
る
こ
と
、
塩
分
は

一
日
目

g
以
下
を
目
標
と
す
る
こ
と
な
ど

が
好
ま
し
い
。

以
上
の
疾
患
の
他
に
、
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
に
よ
り
老
年
期
痴
呆

・
消
化

器
疾
患
・
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
・
心
身

症
な
ど
、
多
く
の
疾
患
の

ω
%
が
予

防
可
能
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
少
し
生

活
習
慣
を
変
え
て
み
ま
せ
ん
か

!

必
要
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
水

泡
が
で
き
る
程
度
以
上
の
ヤ
ケ
ド
に

は
汚
れ
を
付
け
や
す
く
す
る
な
ど
の

害
が
あ
り
、

一
般
的
に
は
勧
め
ら
れ

ま
せ
ん
。

打
撲
(
打
ち
身
)
・
捻
挫
の
急
性

期
は
患
部
を
冷
や
し
、
高
く
し
、
安

静
を
保
つ
こ
と
が
大
事
で
す
。
熱
い

風
呂
に
入

っ
て
暖
め
た
り
、
「
鍛
え

方
が
足
り
な
い
か
ら
運
動
す
れ
ば
良

く
な
る
」
な
ど
と
体
操
し
た
り
す
る

と
翌
日
腫
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
て
余
計

に
痛
ん
だ
り
、
長
引
く
こ
と
に
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。

以
上
、
「
不
適
切
」
な
応
急
手
当

の
例
を
紹
介
し
ま
し
た
。
日
ご
ろ
注

意
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

自律神経失調症

環境ホルモン

乳幼児突然死症候群 (SIDS)

眼がかすむ

老人のメランコリー

人工妊娠中絶について

月曜日

火曜日

水曜日

木曜日

金曜日

土・日曜日

8 (095) 

826-5511 信司雲田5_理-司・
す-

一昨

f
引
制

心

付』

F
h

d

仁

わ
H
U
瀬

合
的

m

f
L
V

lad-
-
土九日

間

(一
明

.
園

任

み

育

内

込

保

酌

し

城

泊

申

新

制
D保育

日曜日 祝日などに、冠婚葬祭への出席、または、就労など家
庭で保育できない状況にある就学前の児童 (離乳が完了前の児童
を除きます)を保育するものです。

新城保育園

11月…1日・ 3日・ 15日・ 22日 ・23日・ 29日

12月…6日・ 13日・ 20日・ 23日・ 27日

午前8時30分~午後5時

1日 1，500円

什
月
の
テ
ー
マ

実施保育所

実施 日

保育時間

保育料

- 11-



福
祉

人
工
虹
門
、

腸
脱
造
設
者
に
対
す
る
講
習
会

平
成
叩
年
度
大
村
・
諌
早
・
北
高
・

東
彼
地
区

「長
崎
県
委
託
社
会
適
応
訓

練
事
業
」
人
工
旺
門
、
腸
脱
造
設
者

に
対
す
る
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

日

時

日

月
8
日
間
、
午
後
1
時
1

4
時

会
場

国
立
長
崎
中
央
病
院

内
容

術
後
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
l
等
に

つ
い
て

問
い
合
わ
せ

福
祉
課(

内
線
1
5
7
)

ご
存
じ
で
す
か
?
(
第
5
ロ)

平
成
往
年
4
月
1
日
か
ら

介
護
保
険
制
度
が
始
ま
り
ま
す

{介
護
保
険
制
度
}
に
つ
い
て
、
あ
な

た
の
疑
問
に
お
応
え
し
ま
す
。

-
現
在
、
特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム
に
入

所
し
て
い
ま
す
が
、
介
護
保
険
で
は
ど

う
な
り
ま
す
か
?

V
介
護
保
険
で
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

に
は
、
介
護
認
定
審
査
会
で
「
要
介
護
」

や

「要
支
援
」
と
判
定
さ
れ
る
こ
と
が

前
提
と
な
り
ま
す
。

介
護
認
定
審
査
会
に
お
い
て

「自
立
」

と
判
定
さ
れ
た
人
は
、
介
護
保
険
サ
1

ビ
ス
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
た
だ
し
、
平
成
ロ
年
4
月
1
日

現
在
に
現
行
の
措
置
制
度
に
よ
っ
て
特

別
養
護
老
人
ホ
l
ム
に
入
所
さ
れ
て
い

る
人
は
、

5
年
間
は

「要
介
護
」
と
認

定
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
経
過
措
置
が

あ
り
ま
す
。

そ
の
他
、
こ
れ
ま
で
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

や
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
等
の
在
宅
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
さ
れ
て
い
た
人
も
、
平
成
ロ

年
4
月
以
降
引
き
続
き
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
を
希
望
さ
れ
る
場
合
に
は
、
要
介
護

認
定
の
申
請
を
し
て
い
た
だ
き
、
介
護

認
定
審
査
会
の
判
定
を
受
け
て
い
た
だ

き
ま
す
。

そ
の
際
に
「
自
立
」
と
判
定
さ
れ
た

人
は
、
介
護
保
険
と
し
て
の
在
宅
サ
ー

ビ
ス
は
利
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ

れ
て
い
た
人
が
、
介
護
認
定
に
よ
っ
て

逆
に
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と

に
な
れ
ば
、
そ
れ
は
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

に
な
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ

う
し
た
事
態
に
な
ら
な
い
よ
う
、
介
護

保
険
事
業
以
外
の
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

-
低
所
得
者
は
利
用
料
が
払
-
え
ず
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
い
の
で

4
品
?
・

V
介
護
保
険
は
、
介
護
を
社
会
全
体
で

支
え
て
い
く
た
め
に
、
保
険
料
と
公
費

と
利
用
者
負
担
金
で
そ
の
財
源
を
構
成

し
て
い
ま
す
。
保
険
料
は
紛
歳
以
上
の

被
保
険
者
全
員
が
対
象
と
な
り
、
そ
れ

ぞ
れ
に
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
が
、

利
用
者
負
担
金
は
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
な
い
人
と
の
公
平
性
を
ふ
ま
え
て
利

用
者
ご
本
人
に
お
願
い
す
る
も
の
で

す
。な

お
、
利
用
者
負
担
金
は
こ
れ
ま
で

の
福
祉
制
度
の
「
所
得
に
よ
る
段
階
別

負
担
」
と
は
遣
い
、
介
護
保
険
制
度
で

は
「

一
律
の
負
担
」
と
な
り
、
サ
ー
ビ

ス
利
用
に
当
た

っ
て
は
1
割
の
利
用
料

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

最
も
軽
い
要
支
援
の
場
合
で
月
額
6

千
円
程
度
、
最
も
重
い
再
重
度
の
場
合

で
月
額
却
万
円
程
度
に
な
る
も
の
と
試

算
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
収
入
に

比
べ
て
利
用
者
負
担
が
高
額
に
な
る
場

合
に
は
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給

を
受
け
、
利
用
者
負
担
が
軽
減
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

高
額
八
川
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
詳
細
は
政

省
令
に
よ
っ
て
こ
れ
か
ら
決
ま
り
ま
す

が
、
医
療
保
険
制
度
の
高
額
療
養
費
が

参
考
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
第
1
号
被
保
険
者
(
臼
歳
以

上
)
の
保
険
料
も
5
段
階
の
所
得
段
階

に
応
じ
て
賦
課
さ
れ
、
所
得
の
低
い
人

は
基
準
額
よ
り
も
低
額
の
保
険
料
が
設

定
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

高
齢
福
祉
課

(
内
線
1
5
2
・
1
5
8
)

総議語謁若桑

健康

- 12-

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の

皆
さ
ん
へ

検
診
を
受
け
よ
う
!

す
こ
や
か
で
豊
か
な
毎
日
を
お
く
る

た
め
に
は
、
定
期
的
な
健
康
診
断
は
欠

か
せ
な
い
も
の
で
す
。

昨
年
「
異
常
な
し
」
だ

っ
た
か
ら
、

今
年
も
「
異
常
な
し
」
と
は
限
り
ま
せ

ん
。と

く
に
成
人
病
は
、
長
い
間
自
分
で

病
気
の
進
行
に
気
づ
か
な
い
も
の
が
多

い
の
で
す
。
人
間
の
体
は
日
々
刻
々
と

変
化
し
て
い
ま
す
。
少
な
く
と
も
年
に

1
回
は
、
健
康
な
う
ち
か
ら
、
健
康
診

断
を
習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。

症
状
の
な
い
早
期
に
病
気
を
見
つ
け

れ
ば
、
治
る
率
も
高
く
な
り
ま
す
。

も
し
異
常
が
発
見
さ
れ
た
時
に
は
、

医
師
の
指
示
に
従
い
ま
し
ょ
う
。

健
康
診
断
は
、
そ
の
結
果
を
自
分
の

健
康
管
理
に
生
か
す
こ
と
が
大
切
で

す
。今

月
は
、
8
月
に
か
か
っ
た
医
療
費

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

保
険
年
金
課

(
内
線
1
1
2
)



イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

風
邪
に
ご
注
意
!

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
風
邪
の
中
で

も
感
染
力
が
強
く
、

症
状
の
激
し
い
こ

と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
健
康
な
人
な

ら
ば
、

生
命
に
別
状
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

身
体
の
抵
抗
力
の
な
い
お
年
寄
り
ゃ
乳

幼
児
に
と
っ
て
は
、

生
命
に
関
わ
る
こ

と
も
あ
り
危
険
な
感
染
症
で
す
。

現
在
の
と
こ
ろ
特
効
薬
は
な
く
、
予

防
接
種
以
外
に
有
効
な
手
段
は
あ
り
ま

せ
ん
。
予
防
接
種
を
受
け
て
お
く
と
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
り
に
く
く
、

た
と
え
か
か
っ
て
も
症
状
が
軽
く
て
す

インフル工ンザ予防接種実施機関
電話番号病院名

ともなが内手ヰクリニック

電話番号病 院 名

ウーマンズクリニックナガノ 54-5000 53-1123 

55-8615 長崎医毘53-8080 おおつか内科医院

54-0083 中国外科胃揚科52-3000 岡内科医院

52-2339 

55-7831 

野口内科こども医院

牧山内科外科医院

54-1103 

54-5675 

おび産婦人科医院

川本内科医院

55-8355 桝本産婦人科内科医院近藤医院

み
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
し
、

そ
の
被
害
を
受
け
な
い
た
め
に
も
、
積

極
的
に
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
今
年
度
は
、

3
歳
以
下
ま
た

は
万
歳
以
上
の
人
に
ワ
ク
チ
ン
代
金
の

補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

接
種
期
間
日
月
1
日
j
平
成
日
年
3

月
担
日
自
己
負
担
金

1
回
1
、
5

0
0
円
程
度
(
ワ
ク
チ
ン
代
2
、
0
0

0
円
程
度
を
補
助
)
問
い
合
わ
せ

健
康
増
進
課
(
内
線
1
4
1
)

53-6624 

52-3331 

松井医院

松尾外科医院

54-1166 

53-8819 

54-1161 

さくらクリニック

貞松病院

53-2233 南野クリニック55-1507 津田胃揚科内科医院

53-3731 南野内科診療所55一0648下山耳鼻咽喉科医院

55-5070 みね内科クリニック52-8525 小児科内科しげの

54-7122 山下外科医院54-7200 須田小児科医院

52-1177 吉田内科クリニック52-4000 田川小児医院

53-5575 

55-8275 

与那城医院

渡辺医院

53-1234 

52-2252 

国崎医競

出口小児科医院

〉ιE

凋講
~ 
同教療

52-2003 わたなべ耳鼻咽喉科医院

接 種実施

52-3574 

防

寺井医院

11月19日(木)午後 1時30分一 3時
市民会館 3階大会議室
「介護保険制度jを学ぶ

県長寿政策課介護保険準備室
課長補佐稲田雅厚氏

参加費 1人 300円

主催大村市医師会・大村看護高等専修学校同窓会
問い合わせ 大村看護高等専修学校 (ft⑫ 67 1 2) 

~ 
-G" 君主

時

場

マ

師

日
会
テ
講

I1 中三子

三種混合・麻しん・風しん

お子様の体年間を通じて実施していますので、

調のよい時に受けてください。

詳しくは、 「健康のしおりと国民健康保険jを

ご覧ください。

税「
こ
の
社
会
あ
な
た
の
税
、
か
い
き
て
い
る
」

税
を
知
る
週
間
行
月
け
日
i
け
日
)

国
や
地
方
公
共
団
体
が
活
動
す
る
た

め
の
大
切
な
財
源
に

「税
」
が
あ
り
ま

す
。
私
た
ち
が
生
活
の
向
上
と
安
定
を

願
う
限
り
ど
う
し
て
も
負
担
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
共
同
生
活
を
維
持
す
る

た
め
の
い
わ
ば
会
費
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
、
日
ご
ろ
税
に
な
じ

み
の
薄
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
家
庭
の
皆
さ

ん
、
税
の
意
義
や
役
割
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

環
境

ご
み
の
不
法
投
棄
は

や
め
ま
し
ょ
う
!

ご
み
の
不
法
投
棄
に
関
す
る
苦
情
が

増
え
て
い
ま
す
。
可
燃
物
ご
み
以
外
に
、

空
き
缶
・

空
き
び
ん
か
ら
テ
レ
ビ
・
冷

蔵
庫
な
ど
の
廃
家
電
製
品
の
粗
大
ご
み

ま
で
、
山
林
や
農
道
な
ど
に
投
棄
さ
れ

て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、

に
わ
と
り
の
死
骸
が
数

年
末
調
整
説
明
会

日

時

日

月
四
日
(
木
)

時

間

午

前

日

時

j
午
後
3
時
加
分

場

所

市

民

会

館

問
い
合
わ
せ
諌
早
税
務
署

3
7
0
)
 

(宮
⑫
1

十
羽
も
海
岸
に
投
棄
さ
れ
て
い
ま
し

た
。市

で
は
定
期
的
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
取
り
締
ま
り
を
し
て
い
ま
す
。
不

法
投
棄
者
が
判
明
し
た
場
合
、
関
係
機

関
か
ら
も
厳
し
い
指
導
を
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
車
の
中
か
ら
空
き
缶
・
紙
く

ず

・
た
ば
こ
の
吸
い
殻
な
ど
ポ
イ
捨
て

す
る
人
も
よ
く
見
か
け
ま
す
。

街
は
ご
み
捨
て
場
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
必
ず
ル
l
ル
を
守
っ
て
、
適
正
に

処
理
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
環
境
保
全
課

4
2
)
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節
水
に
ご
協
力
を
!

「
水
は
限
り
あ
る
資
源
」
で
す
。
市

民
皆
様
の

一
人
ひ
と
り
の
節
水
を
お
願

い
し
ま
す
。

-
風
巨
の
残
り
湯
の
利
用
を
!

・
洗
濯
は
た
め
洗
い
を
!

-
歯
み
が
き
は
コ
ッ
プ
に
く
ん
で
!

・
洗
車
は
ひ
か
え
め
に
1

-
庭

・道
へ
の
ま
き
水
は
ひ
か
え
め
に
!

問
い
合
わ
せ水

道
部
(
包
③

1
1
1
1
)

宅地内の排水諮備の
でl

快適な生活を過ごすための水洗化ですが、器具は正し
く使用しないと故障を起こしたり、設備の寿命を縮めた
りします。簡単な修理でも思わぬ費用がかかりますので、

日ごろの管理をよく行ってください。

マ

食品くず処理機は、野菜く ず等が下水管渠内に堆積腐
敗し悪臭、管渠閉塞の原因と なるため設置しないように

してくださ Po

下 7kすへ畜埠 大村市指定給水装置工事事業者の指定について

大村市において給水装置の工事を行うことができる工事事業者として、

次のとおり指定しました。

指定年月日事業所の所在地指定工事事業者名指定番号

諌早市城見町34-13 平成10年9月3日ユーアイ設備工業株式会社26 

屋外排*~'H誌の汚水榊の点検と祢 し て、 格安で~ìtï婦
を行うと説明し、勧誌を行っている業者がありますーま
た、説明するにあたり、あたかも市役所が関係している
かの帳な言動を行っている脱線ですー

台所の軽量j留め桝を H1 [i可科度清掃を行っていれば、
刊に配水管の清掃は必裂ないと思います

長云ー

長(J)新1誇について

平成10年 9月3日

平成10年9月18日

平成10年 9月22日

諌早市津久葉町 6-10平成10年 9月7日

宮小路 3- 1338 

植松 1-58-10

県央設備工業株式会社

有限会社西九州技研工業

有限会社鶴山設備工業

九州ガス設備株式会社

27 

28 

29 

工事に携わった指定工事居、または大村市排水設備協会

修理費用は、個人負担となります。

問い合わせ

F司

ご
み
の
「
出
し
方
」

に
つ
い
て
お
願
い

長崎市白鳥町 9-8

舎
の
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
は
資
源
物
と
し

て
回
収
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

「出
し

方
」
に
つ
い
て
は
次
の
点
に
協
力
し
て

く
だ
さ
い
。

①
ラ
ベ
ル
は
は
ず
さ
な
い
で
!

②
キ
ャ

ッ
プ
は
は
ず
し
て
、
別
に
し

て
!
(
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製
は
可
燃
物
ヘ
、

金
属
製
は
不
燃
物
へ
)

③
中
を
水
で
ゆ
す
い
で
!

④
ボ
ト
ル
は
つ
ぶ
し
て
1

(横
つ
ぶ
し
)

⑤
ボ
ト
ル
は
切
ら
な
い
で
!

⑥
舎
の
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
以
外
は
可
燃
物

へ
!以

上
の
よ
う
に
し
て
、

舎
の
ペ

ッ
ト

ボ
ト
ル
だ
け
を
市
販
の
無
色
透
明
の
ご

み
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

30 下水道建設課 (内線403)

。
燃
や
せ
る
ご
み
の

「出
し
方
」
に
つ

い
て
は
、
次
の
点
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

①
魚
の
骨
や
草
花
の
ト
ゲ
な
ど
が
入

っ

て
い
る
時
は
、
マ
ジ

ッ
ク
で
そ
の
旨
表

示
し
て
く
だ
さ
い
。
(
ケ
ガ
防
止
の
た

め
で
す
)

②
残
飯
類
は
、

水
分
を
よ
く
切

っ
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。

③
食
用
油
や
牛
乳
パ

ッ
ク
類
は、

中
身

を
使
い
き

っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

④
市
販
の
無
色
透
明
の
ご
み
袋
に
入
れ

て
、
収
集
当
日
の
朝
8
時
加
分
ま
で
に
、

指
定
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

「
正
し
い
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
ガ

イ
ド
」

を
参
考
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

清
掃
課(包

⑧
3
1
0
0
)

r~興リサイ今 I L句集いj第， 2@  

イベント内容

①ビデオ放映コーナー

リサイクル 「ごみに命をもう一度」ほか

②展示コーナー

再資源化製品・リサイクル製品など

③リサイクル体験・実演コーナー

空きビンのふた取り体験、フロン回収体験、

廃油による石鹸作り、合成洗剤と廃油石鹸

との比較、廃油によるシャボン玉作り、廃食

油交換

④相談コーナー

情報交換(譲ります・譲って)、施設見学

⑤持ち帰りコーナー

⑥ゲームコーナー

⑦フリマーケットコーナー

{リサイクル-資源化社会を未来へ]テーマ

14-

雨天決行

県央不燃物再生センター (諌早市小豆崎町)

(道端などに落ちている空き缶や空ビン)

県央地域広域市町村圏組合(n③3936)

11月8巴(8)午前9時~正午

県央地域広域市町村圏組合

空き缶-空きビン1個

有リ

問い合わせ

時

駐車場

戸万

催

入場料

日

場

主

九
州
新
幹
線
(
武
雄
温
泉
・
新
大
村
(
仮
称
)
問
)
環
境
影
響
評
価
方
法
書
の
縦
覧
が

で
き
ま
す
。

縦
覧
場
所

縦
覧
時
間

商
工
部
商
工
課

縦
覧
期
限

日
月
9
日
(
た
だ
し
士
、
日
、
祝
日
を
除
く
)

午
前
8
時
却
分
l午
後
5
時
日
分

問
い
合
わ
せ

商
工
課
(
内
線
2
4
1
)



教育教
育
講
演
会

最
近
の
子
ど
も
の

問
題
で
感
じ
る
こ
と

j
子
ど
も
の
本
の
展
望
j

山
中
恒
氏
(
児
童
文
学
作

家
・
児
童
読
み
物
作
家
)

日
月
日
日
制

午
前
日
時
加
分
j

市
コ
ミ
セ
ン

無
料

教
育
委
員
会

P
T
A
連
合
会
・
幼
稚
園
P
T

A
連
合
会
・
連
合
婦
人
会

問
い
合
わ
せ

中
央
公
民
館

講
師

日
時

後主入会
援催場場

(
市
コ
ミ
セ
ン
)

(包
⑧
3
1
6
1
)

しろい斜管つとさおも
~子ども科学実験教室ただいま活動中~

芝苦巳

『ち
水ロケットの制作をし、なぜ飛ぶの

か話を聞きました。

平成10年 7月からスター卜した「子ども科学実験教室JI親子

自然科学セミナー」は、子ども達が自然に親しんだり、いろん

な科学実験を自分の子で行うことによって、自分で行動する力

や判断する力、新しい発見ができる力、そして感動する心や豊

かな人間性を養うことを目的として実施されています。みんな

科学の不思議さやおもしろさに興味いっぱpです。

市
で
は
、
小
・
中
学
生
を
対
象
に
、

科
学
の
世
界
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
お

う
と
様
々
な
実
験
教
室
、
自
然
科
学
セ

ミ
ナ
ー
を
行
っ
て
い
ま
す
。

水
ロ
ケ

ッ
ト
を
作
っ
た
り
、
小
さ
な

生
物
を
顕
微
鏡
で
観
察
し
た
り
、
あ
る

い
は
大
空
に
広
が
る
星
座
に
目
を
向
け

て
み
た
り
と
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
科

学

・
自
然
の
世
界
に
ふ
れ
る
機
会
を
作

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
ま
で
の
経
過
を
見
て
み
る
と
、
学

校
の
勉
強
と
は

一
味
違
っ
た
体
験
、
経

験
が
子
ど
も
た
ち
を
成
長
さ
せ
、
そ
こ

か
ら
何
か
を
吸
収
し
よ
う
と
し
て
い
る

よ
う
に
み
え
ま
す
。

市
で
は
今
後
も
子
ど
も
た
ち
に
、
興

昧
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

「科
学

実
験
教
室
」
等
を
充
実
さ
せ
て
い
く
考

え
で
す
。

察観を'相勾
d
2
1
 

き生なC々てつ使

。

を

た

鏡

し

微

ま
顕

し

田
中

龍
馬
さ
ん
(
中
央
小
5
年
生
)

8
月
に
シ

l
ハ
ッ
ト
お
お
む
ら
で
水

ロ
ケ

ッ
ト
を
作
り
ま
し
た
。

最
初
に
厚
紙
に
円
を
コ
ン
パ
ス
で
書

い
て
、

3
つ
に
分
け
て
、
山
み
た
い
に

し
て
、
両
面
テ

i
プ
で
と
め
ま
す
。

そ
の
後
に
、
ビ
ニ
ー
ル
テ
l
プ
で
ま

き
ま
し
た
。
次
に
羽
根
を
作
り
ま
し
た
。

そ
の
次
に
、
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
の
先
に
つ

け
て
色
を
ぬ
っ
た
り
し
て
、

最
後
に
羽

根
を
つ
け
ま
す
。
そ
の
後
に
ペ

ッ
ト
ボ

ト
ル
を
切
り
、
砂
を
入
れ
て
は

っ
し
ゃ

だ
い
を
作
っ
て
、
ゴ
ム
せ
ん
を
つ
け
て

で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

飛
ば
し
た
ら
よ
く
飛
び
ま
し
た
。
お

も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。
ま
た
作
り
た
い

で
す
。

佐
古

静
佳
さ
ん
(
西
大
村
小
4
年
生
)

私
は
、
水
ロ
ケ

ッ
ト
に
参
加
し
て
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
水
ロ
ケ

ッ
ト
の
作
り
方
が

わ
か
っ
た
し
、
い
ろ
ん
な
友
達
が
で
き

た
り
と
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
か
ら
で

す
。
と
ば
す
と
き
も
と
お
く
に
高
く
と

ん
だ
か
ら
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。家

に
帰
っ
て
か
ら
な
に
か
つ
く
り
か

た
を
教
え
た
か
っ
た
の
で
、
妹
に
も
作

り
方
を
教
え
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
外
に

出
て
と
ば
し
ま
し
た
。
と
て
も
た
の
し

か
っ
た
で
す
。

(シーハットおおむら内)

問い合わせ

大村市コミュニティセンター

(ft⑭3 1 6 1) 

- 15-



13:00砂17:00

まちなみ探検隊集合!
本市では、来るべき21世紀に向けて、市民の皆さんの参加を得ながら、大村らしい

美しさと魅力をもった都市景観づくりに取り組もうとしています。

その第一歩として、市民の皆さんとまちの探検を行い、大村市の自然や文化に触れ、
まちの現在・過去・未来へ思いをはせてみようと考えています。

ステキな秋の日を、まちとの新たな出会い、そして発見の時としてみませんか?

家族グループでの参加も大歓迎です。

大村市タウンウォッチング

日 時 11月29日(日)
グ 舟 /込μ・'午後1時"'5時 みんなでワイワイガヤガヤ

場 所上小路周辺ほか まちを見て歩いて、

対 象 大村市の景観づくりに
まちの新しい発見をしたり、

~ まちの夢を語り合ったりして、
関心のある人 意見を出し合い

内 ~ まちを散策し大村の魅力を

再発見※当日は軽装で、こご参加ください。

申込期限 11月16日(月)

申し込み 都市計画課都市計画係(内線434)
問い合わせ Te1.53-4111 Fax.54-9595 

※FAXで申し込まれる方は、住所・氏名・
電話番号を必ず明記してください。

E~jllt主主i謹霊園

大村を桜のまちに

桜。苔木祭料E希
「桜のまちおおむら」を広くアピール

するため、市内全域を対象に桜の植樹を

推進するもので、今回希望者の申し込み

を受け付けます。

v

ヂ
!?
金
s

・

皆さんの意見を都市景観形成の指針 作り
に反映させます。

配布対象企業、町内会、個人など

申込期限 11月16日(月)

配布時期 12月初旬 ソメイヨシノの苗(高さ2.5m、幹周10cm)

1，000本程度

※桜の植付および管理については各々にてお願いします。

※申込多数の場合は、先着順とし、次年度以降も継続して配布する

計画ですO

申し込み・問い合わせ 都市計画課公園緑地係(内線431)
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市役所

ft53・4111(代表)

H
Z
HVO
刃
玄
〉
寸
H
O
Z

長
崎
県

U
タ
ー
ン
・
大

学
等
新
卒
者
合
同
企
業

面
談
会

県
職
業
安
定
課

(
8
0
9
5
8

2
2
4
9
3
0
)
 

日
時
日
月
8
日
幽
、
午
後
1
時
1
4

時
場
所
ア
ク
ロ
ス
福
岡
(
福
岡
市

中
央
区
)
対
象

U
タ
ー
ン
し
て
地

元
企
業
へ
の
再
就
職
希
望
者
・
大
学
等

新
卒
者
参
加
企
業
却
社
予
定

「特
許
流
通
支
援
事
業
」

特
許
流
通
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
が
相
談
に
応
じ
ま
す

長
崎
県
知
的
所
有
権
セ
ン
タ
ー

(
長
崎
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
内
)

(包

@
1
1
3
8
)

特
許
流
通
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
配
置

し
、
開
放
意
志
の
あ
る
企
業
保
有
の
特

許
や
大
学

・
公
設
研
究
機
関
な
ど
の
研

究
成
果
を
地
域
の
中
小
企
業
等
に
円
滑

に
移
転
・
流
通
さ
せ
、
実
用
化
を
推
進

す
る
こ
と
で
、
中
小
企
業
等
の
技
術
力

強
化
を
支
援
し
ま
す
。

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、
企
業
を
訪
問
し

て
技
術
移
転
の
具
体
的
な
相
談
に
応
じ

ま
す
の
で
、
新
製
品
や
新
事
業
へ
の
展

闘
を
計
画
中
の
企
業
主
は
、
積
極
的
に

活
用
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で

企
業
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

第
叩
次
漁
業
セ
ン
サ
ス

実
施
の
お
知
ら
せ

総
務
課
(
内
線
2
1
2
)

農
林
水
産
省
で
は
、
日
月
1
日、

「第
日
次
漁
業
セ
ン
サ
ス
」
を
実
施
し

ま
す
。
漁
業
セ
ン
サ
ス
は
、
我
が
国
の

漁
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
最
も
基

礎
的
な
調
査
で
す
。
調
査
員
が
訪
問
し

て
漁
業
経
営
の
状
況
な
ど
を
お
伺
い
し

ま
す
の
で
、
漁
業
関
係
の
皆
様
方
の
ご

理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

コ
ー
ル
あ
じ
さ
い

ω周
年
記
念

は
じ
め
て
の
コ
ン
サ
ー
ト

松
尾
(
岱
@
3
9
4
2
)

日
時
日
月
mm
日
間
、
午
後
1
時
加
分

場
所
市
民
会
館
曲
目

「中
田
喜

道
・
女
声
合
唱
曲
」
ほ
か
賛
助
出
演

シ
ル
バ
ー
メ
ン
ネ
ル
コ

l
ル
入
場
料

5
0
0
円

歯
・
口
の
健
康
に
関
す
る

図
面
・
ポ
ス
タ
ー
展
示

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
(
内
線
3
6
6

市
内
小
・
中
学
生
・
養
護
学
校
児
童

生
徒
の

「菌
・
口
の
健
康
に
関
す
る
図

画
・
ポ
ス
タ
ー
」
を
展
示
し
ま
す
。

期
間
口
月
7
日
出
i
ロ
日
制

場
所
市
コ
ミ
セ
ン

-

玖
島
中
学
校
吹
奏
楽
部

-
第

8
回
定
期
演
奏
会

圃

斉
藤
(
岱
⑧
3
4
0
1
)

日
時
日
月
1
日
制
、
午
後
1
時

会

場
市
民
会
館
曲
目
タ
イ
タ
ニ
ッ

ク
・
絵
の
よ
う
な
風
景
な
ど

入
場
料
無
料

引
ィ

大
村
混
声
合
唱
団

第
お
固
定
期
演
奏
会

田
中
(
岱
⑮

0
2
8
8
)

日
時
日
月
紅
白
出
、
午
後
6
時
加
分

会
場
市
民
会
館
曲
目
山
田
耕
符

の
世
界

「か
ら
た
ち
の
花
」

・ポ

ッ
プ

ス
を
歌
お
う
「
花
」
・
組
曲
「
海
鳥
の

詩」

ほ
か
入
場
料

5
0
0
円

第
お
口

県
教
職
員
文
化
美
術
展

学
校
教
育
課
(
内
線
3
6
4
)

教
職
員
の
文
化
教
養
の
向
上
と
美
術

愛
好
を
奨
励
す
る
た
め
、
作
品
を
募
集

し
展
示
し
ま
す
。

会

期

ロ

月

4
日
働

1
6
日
刷

会

場
市
コ
ミ
セ
ン
内
容
絵
画
・
彫

塑
・

工
芸
・
デ
ザ
イ
ン
・
書
・
写
真

長
崎
県
立
ろ
う
学
校

創
立

1
0
0
年
記
念
式
典

文
化
祭

長
崎
県
立
ろ
う
学
校

(包
②
2
4
4
4
)

日
時
日
月
紅
日
出

、
午
前
日
時
1

2
日
制

、
午
前

9
時
j

テ
I
マ

「見
つ
め
る
現
在
拓
く
未
来
」

内

容
生
徒
に
よ
る
太
鼓
演
奏

・
生
徒
作

品
即
売

(家
具

・
陶
器
な
ど
)
・
食
事

バ
ザ
ー
な
ど

両
日
と
も
展
示
や
生
徒
作
品
即
売
等

を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
来
校
を
お

願
い
し
ま
す
。

平成11年度版

長崎県民手帳
頒価 500円

総務課 (内線212)
にて販売しています。

18 

主な内容
・使いやすい月間予定表と日記編
.ビジネスに 1生活に 1

-このl冊で長崎県がわかる資料編 (別冊)

「し1のちまんだら」
灰谷 健次郎著

一つの命は、決して他者の命に奉
仕す るためにあ るのではない。沖縄
での生活、母への思い、こどもたち
の心、 マスコミのありかたなどにつ
いて、朝 日新聞などに掲載されたエ

[ ツセイをまとめた 1冊。

朝陽のようにそっと (上野歩著)/インターネット中毒 (キンバ
リ ・ヤング著)/霞町物語 (浅田次郎著)/完四郎広田手控 [か
んしろうひろめてびかえ] (高橋克彦著)/記憶する心臓 (クレア
シjレヴィ ア他著)/ノじみだれで (超長天著)/旅人たちのピーコ
ート (蔵前仁一著)/墜落遺体 (飯塚記11著)/波の上のマリア (又
吉栄喜著)/農人日記 (秋山豊寛著)/ノルウェーの汀の物語上
下 (ハルピヨjレグ ・ヴァッスムー著)/部長の大晩年 (城山三郎著)
/霊名イザヤ (愛川晶著)/病葉流れて (白川|道著)

この他にもたくさんの新着図書を用意しています。

どうぞ、ご利用ください。

問い合わせ 市立図書館 (n.FAX⑫2457) 

何均
一一可

1
E
司(
 



醤 揮 璽 堅 田 盟 国 園 園 間竺盟

長
口
付
庵
若
翁
と
小
林
一
茶
の
句
稗

建
立
記
念

文
化
講
演
会

松
尾
(
岱
@
3
6
6
2
)

郷
土
が
生
ん
だ
俳
人
、
長
月
庵
若
翁

の
顕
彰
句
碑
と
、
西
国
行
脚
で
大
村
藩

を
旅
し
た
折
に
詠
ん
だ
小
林

一
茶
の
句

碑
が
、
富
松
神
社
境
内
に
建
立
さ
れ
、

記
念
行
事
を
開
催
し
ま
す
。

期

日

日

月

8
日
制

、
句
碑
除
幕
式

(
富
松
神
社
境
内
)
午
後
1
時、

講
演
会
(
コ
ミ
セ
ン
)
午
後
2
時
1
4

時
初
分
「
望
郷
の
俳
人
、
長
月
庵
若

翁
」
久
田
松
和
則
先
生
(
富
松
神
社
宮

司)、

「飾
ら
ぬ
人
間
・
小
林

一
茶
の
魅

力
」
松
村
友
次
先
生

(
元
東
洋
短
期
大

学
学
長
)
参
加
料
無
料

動
物
愛
護
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会
(
県
獣

医
師
会
館
内
)
(
包
⑧

3
6
7
8
)

市役所

岱 53・4111(代表)

動
物
の
適
正
な
飼
育
と
管
理
に
つ
い

て
、
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

「ペ
ッ

ト
と
楽
し
く
暮
ら
す
た
め
に
!

(
人
は
な
ぜ
動
物
と
暮
ら
す
の
で
し
ょ

う
)
」
を
テ
1
マ
に
動
物
愛
護
市
民
フ
ォ

ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時
日
月
比
目
的
、
午
後
1
時
加
分

j

4
時
ぬ
分
場
所
大
村
市
体
育
文

化

セ

ン

タ

ー

さ

く

ら

ホ

l

ル

入

場

料

無

料

基

調

講

演

講

師

柴

内
裕
子
氏
(
赤
坂
動
物
病
院
(
東
京
都
)

院
長
)
フ
ォ
ー
ラ
ム
{
パ
ネ
ラ

1
}

柴
内
裕
子
(
講
師
)
・
村
山
早
紀
(
児

童
文
学
作
家
・
長
崎
市
在
住
)
・
堤
清

蔵
(
堤
動
物
病
院
・
大
村
市
開
業
)

平
野
詰
司
(
長
崎
県
環
境
衛
生
課
)
{
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

l
}
原
京
平
(船
長
崎

県
獣
医
師
会
長
)

人
権
・
同
和
問
題
講
演
会

企
画
調
整
課

(
内
線

2
2
3
)

日
時
日
月
お
日
附
、
午
後
1
時
加
分

j

3
時

会

場

市

コ

ミ

セ

ン

講

師

宮
崎
保
氏
(
北
九
州
市
立
戸
ノ
上
中
学

校

)

演

題

「ち
ょ
っ
と
心
を
か
し

て
く
れ
ま
せ
ん
か
」

参
加
料
無
料

黒
板
信
夫
・
掻
子

夫
妻
を
招
い
て

歴
史
講
演
会

(
永
井
路
子
)

大
村
史
談
会

松
田
(
宮
⑫

7
8
9
3
)

日

時

日

月

8
日
間
、
午
後
2
時
j

4

時

加

分

会

場

大

村

商

工

会

議

所

(
パ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

3
階

)

内

容

研

究
発
表
・
講
話
(
黒
板
信
夫
氏
・
永
井

路
子
氏
)
参
加
料
無
料

園園園田園圃圃圃圃園園田園時置蹟溜廼誕雪量

平
成
叩
年
度一
海
洋
体
験
学
習

B
&
G
「
国
肉
体
験
海
洋

セ
ミ
ナ
ー
(
春
季
こ

長
崎
県
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
会

大
村
海
洋
ク
ラ
ブ
(
包
⑫

6
1
9
4
)

対

象

小

学

5
年
生
か
ら
中
学
生
の
男

女

期

間

平

成

H
年
3
月
お
日
目

l

担
日
ω

(
3泊
4
日

)

内

容

沖

縄

に
て
海
洋
ス
ポ
ー
ツ
体
験
、
各
地
見
学
、

自
然
体
験
教
室
等
を
行
い
ま
す
。

定

員

4
人
(
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
)

費
用

5
万
2
、
0
0
0
円
+
発
着
地

ま
で
の
交
通
費
(
発
着
地
ま
で
は
当
ク

ラ
ブ
で
引
率
)

申
込
締
切
ロ
月
2
日
制

時
ミ
リ
映
写
機
操
作
認
定

講
習
会

市
コ
ミ
セ
ン

(宮

@
3
1
6
1
)

受
講
者
に
は

「操
作
認
定
証
」
が
交

付
さ
れ
、
映
写
機
や
フ
ィ
ル
ム
を
利
用

で
き
ま
す
。

日
時
日
月
四
日
同

-m日

ω、
午
後

6
時
加
分
j

8
時
加
分
(
両
日
と
も
受

講
必
要
)
場
所
市
コ
ミ
セ
ン

対
象

一
般
成
人
{
疋
員
初
人

受
講
料
無
料

一議
一

一~ムロ一
石
画
一

日
順
一

一転子一
一棚親一

初
心
者
の
た
め
の

ギ
タ
1
3
か
月
講
座

大
村
ギ
タ

i
合
奏
団

川
村
(
岱
③

7
8
3
7
)

日
時
日
月
6
日
幽
か
ら
毎
週
金
曜
日
、

午
後
7
時
j

8
時

叩

分

場

所

コ

ミ

セ
ン
対
象
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

会
費

1
か
月
2
、
5
0
0

円
(
他
に
テ
キ
ス
ト
代
1
、
2
6
0円
)

チェックよし

合年也クリアー

最低賃金
(10月1日からの長崎県最低賃金)

4，713円

590円

10 : OO~ 11 : 00 
14 : 00~15 : 00 

Oきつねのかんちがい (アニメ28分)
むら

Oどうぶつ村のリトル・ インディアン(アニメ 10分)
うみ

Oタイコンデロンガのいる海 (アニメ25分)

市コミセ ン
西大村コミセン11/14 (土)

客買

時間額

口凶1γ14(土) 中地区公民館 10: 00~11 : 00 

Oはだかの王様

Oサギの親子と宝物

O貧乏神と福の神

(アニメ 20分)

(アニメ 15分)

(アニメ 21分)

聞い合わせ

長崎労働基準局 Tel.095-846-6346 

温
泉・
食
事
等
の

割
引
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ら
れ
ま
す

かんふんベテランズ己クラブ汐-fJff
司V ζ?担亙ヨゴ;ifd-
。以 下時

大村支庖 干856・0822 大村市古町2丁目517-1
富の原出張所 干856-0806 大村市富の原2丁目355-4

uこ加入には簡単な
審査がございます
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熱戦を繰り広げた

市民スポーツ大会
10月10日(祝)、各地区代表による各種競技の

熱戦が繰り広げられました。成績は下記のとお

りです。

.ソフトポール

①池田

②岩舟

.バレーポール

①木場町

②協和町

.ゲートポール

①富の原1丁目

②福重

①サン ジョウ

②放虎クラブ

-男子初心者の部

①大村中央

②菖蒲クラブ

市役所

ft53・4111(代表〉

市営木場アパート (新築)

入居者募集
募集戸数 3DK・・・11戸・ 2DK・"9戸

(2DKは単身者入居可能)

申込期間 11月4日(水)~13 日 (金)
家 賃 収入によって異なります。

入居日 平成11年1月予定

市営住宅入居者募集
住宅名 戸数 間取り 構造 H皆

池 田 2 K 中耐4 4 

久原第 2 2 3DK 中耐5 3'5 

城 3DK 中耐3

原 口 2 3DK 中耐4 3・4

中 央 3DK 中耐3 3 

竹松(改良) 2 2 K 中耐4 2 
※中耐…中層耐火構造
※家賃は入居住宅および入居者の収入によって異なります。
※竹松(改良)アパートは単身者入居可能住宅です。

申込期限 11月10日(火)

抽選日 11月20日(金)午前10時30分~

入居日 12月1日(火)

申し込み・問い合わせ 建築課 (内線441) 

※公営住宅では、犬・猫等ペット類の飼育・
持ち込みはできません。

目
白
岡
回

第22回 口ザ・モタ杯

おおむらロードレース大会
日時

集合時間
場所

競技種目

参加資格

参加料

12月13日(日)※小雨決行

午前 9時
海上自衛隊内道路および周辺道路

小学 l年一 3年男女… ...1.5km 
小学 4年 一 6年男女......... 2km 
中学生男女 .................... 3km 

高校 ・一般男子 -一一 10km 

高校 ・一般女子 •••••• • 3km 

健康マラソン男子 …一・… 5km 
健康マラソン女子 ……一.. 3km 
※健康マラソ ン男子 (39歳以下 .40歳代.50蔵代・
60歳以上)
健康マラソ ン女子 (39歳以下.40歳代・ 50歳以上)

長距離走に耐える体力があり、児童生徒に

おいては保護者の承諾を得た人に限ります。

(市内外を問いません)

小-中学生 500円
高校 ・一般 1，000円
※傷害保険料・ナンバーカード料を含みます。

申込期間 11 月 9 日(月 ) ~25 日(水)必着

※小 -中学校は各学校取りまとめのうえ、学年別・

男女別に申し込んでください。

※女子は赤字で記入してください。

※申込用紙は各出張所、小・中学校およびスポーツ

振興課にあります。

※電話 ・はがきによる申し込みは一切受け付けません。

申し込み・問い合わせ スポーツ振興課(内線366)

-・・・・・・・F案型n望圏・・・・・・園
間建世間時期祖-E廼彊置盟理密廻・

分譲由地販ー申 価格/1，1…什叫叩一4祁伺叩5弱別5幻3
呈語置車... 固町-目圃-‘“i悶言討，-最多価格帯/1，30訓3初抑0∞0-什ぺ1，40∞0万円台(ω4区回画〕

一 眼官 臓 d仰也守|仇Ed九1;土地面蹟責/172.3…1.36ぱ物|配.創所制卸/大問回2TEl.関発蹟骨/1竹1.1叩55日るh。酬m 
.総区画数/44区画 ・販売区画数/6区I或

噌ヨ'1・土地/宅地 ・用途地1或/用途地域の指定のない区I或
件 |・国土利用計画法確認書/7水土 (確)創3問

.建ペイ率/70% ・容積率/360%被1:道路幅員一ス川ト舗装

.交通/浄水場前バス停200m徒歩3分
官脚内 l 酉小2，200m徒歩28分 西中2.700m徒歩34分
要 |・開発許可番号/長崎県指令市即時

.設備/ガス・0・都市ガス、水道・市水道、電気九州電力、雑排水公共下水道
・-，※公告有効期限平成10年12月末日
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市役所

ft53・4111(代表)

(漕艇)

(漕艇)

.スポーツ賞
鶴 亦雄 (65歳・ソフトテニス)

久保 奈津子 (22歳・陸上)

森 勇気 (19歳・陸上)

木村伸介 (22歳・漕艇)

大村高等学校ボート部女子クルー

大村高等学校ボート部男子クルー

牧山陽子(漕艇)

萩野育子(バドミ ン トン)

キャロッ トシンコ -FC(サッカー)

@社会体育功労賞
堀口 博 (73歳 ・三浦地区)

福田 勲 (63歳 ・鈴田地区)

森 勝芳 (68歳・大村地区)

有川 信行 (58歳 ・福重地区)

.社会体育優良団体賞
大村クラブ(卓球)

大村剣西クラブ (剣道)

l平成iDJ年度大村市体育協会 I 

l体育功労者などの表彰

.1-本青Z刀労賞
高月 兼作 (81歳・銃剣道)

吉田 忠男 (84歳・ゲートボール)

清水澄治 (50歳・山岳)

内田隆一 (47歳 ・漕艇)

H
Z
m
e
c
m
Z〉
『
寸
叶

O
Z

秋
季
大
村
市
民
硬
式
テ

ス
大
会

(
ダ
ブ
ル
ス
)

大
村
市
テ
ニ
ス
協
会

小
玉
(
岱
・

F
A
X②
1
4
7
8
)

期
日
日
月
日
日
間

:
・
一
般
男
子
B
-

一
般
女
子
B
、
日
月
辺
日
制

・:
一
般
男

子
A
・
一
般
女
子
A
、
日
月
お
日
制
:・

予
備

日

場

所

市

営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

資
格

市
内
在
住
者
お
よ
び
勤
務
者

参
加
料

2
、
5
0
0
円
(
協
会
員
以

外
は
3
、

0
0
0円
)

申
込
期
限
日
月
2
日
開

海
抜

0
メ
ー
ト
ル
か
ら
の

登
山

大
村
山
岳
会池

野
(
宮

@
1
8
5
4
)

期

日

日

月

2
日
制

※
雨
天
の
場
合

は

中

止

目

的

地

五

家

原

岳

コ

ー

ス

市

役
所
前
↓
大
多
武
↓
南
川
内
↓

五
家
原
岳
↓
(
帰
路
)
↓
黒
木

集
合

場
所

大
村
市
役
所
玄
関
前
午
前
7

時

出

発

午

前
7
時
加
分

服
装

軽

登
山
の
服
装
(
長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
・

帽

子
・
軍
手
・
運
動
靴
か
登
山

靴

)

携

行
品

弁
当

・
水
筒

・
簡
易
雨
具
・
帰

り
の
パ
ス
代
参
加
費

1
人
3
0
0

円
(
保
険
料
含
む
)

申
込
期
限
日
月
初
日
幽

か
ん
ぽ
女
性
グ
ラ
ウ
ン
ド

コ
ル
フ
大
会
参
加
者
募
集

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
(
内
線
3
6
6

日

時

日

月
日
日
回
、
午
前
8
時
初
分

場
所

陸
上
競
技
場
資
格
市
内
在

住
者
お
よ
び
市
内
事
業
所
勤
務
の
女
性

(
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
)

チ
I
ム
編
成

1
チ
l
ム
6
人
と
監
督
(
監
督
は
選
手

を
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
ま
す
)
参
加

料

無

料

申

込

期

限

日

月
6
日
幽

「 vol.18 

口にあてはまる数字を答えてください。

9月27日の大村市長選挙は無投票でした。そこで
市長の任期についてですが、地方公共団体の長 (市長)
の任期は通常は選挙の期日 (9月27日)から起算し
ます。しかし任期満了による選挙が満了 (10月15日)
前に行われた場合、前任者が満了の日まで在任した
ときは満了の日の翌日から、選挙後に前任者が欠け
たときはその日の翌日から、起算するとされています。
したがって市長の任期は、平成10年10月16日から4
年後の平成口年10月15日までとなります。-- バ

ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
員

募
集

「は
ね
つ
き
ク
ラ
ブ
」

福
田

(包
③
1
8
4
2
)

初
心
者
大
歓
迎
。
名
前
の
と
お
り
初

心
者
の
ク
ラ
ブ
で
す
。

練
習
日
時

毎
週
土
曜
日
、
午
後
7
時

加
分
i

9
時

加

分

場

所

桜

が

原

中

学
校
体
育
館

お
も
て

=
b

一
国

玖
島
1
丁
目
白
番
地

岡凶
-Q
U

一
同町

市
選
挙
管
理
委
員
会

固

事
務
局

同
凶同〕

つ
りクイズの答

住所

氏名

年齢

電話番号

陸上競抜場で、犬の糞が目立ち
ます。市のスポーツ施設内での
愛犬の運動はご遠慮くださ し、。

応募締切 11月20日(金)当日消印有効

※正解者5人に記念品を贈呈 (正解者多数の場合は抽選。
当選人の発表は発送をもって代えさせていただきます)

問い合わせ 選挙管理委員会事務局 (10月号の正解/6)
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市役所

公 53・4111(代表〉

ご
寄
付

ご
好
意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

(敬称略)

。
香
典
返
し

社
会
福
祉
基
金
へ

V
石
丸
顕
一

3
丁
目
)
叩
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
松
田
茂
(
玖
島

2
丁
目
)

5
万
円
V
和
田
セ
ツ
子
(
三

城
町
)
金
一
封
V
和
田
和
代
(
水
主
町

2
丁
目
)
5
万
円
V
中
山
定
子
(
水
主

町
2
丁
目
)
日
万
円
V
中
嶋
寿
子
(
今

村
町
)
日
万
円

松
原
住
民
セ
ン
タ
ー
へ

V
渡
辺
和
紀

(
松
原
1
丁
目
)
閃
万
円

(
諏
訪

。
一
般
寄
付

社
会
福
祉
基
金
へ

V
松
尾
今
吉
(
杭
出

津
1
丁
目
)
金
一
封

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
中
地
区
公
民
館
フ

レ
ッ
シ
ュ
大
学
H
1
万
9
、
5
5
8
円
V

横
尾
信
治
(
諏
訪
3
丁
目
)
5
万
円

す
こ
や
か
福
祉
基
金
へ

V
今
村
暢
孝

(
北
九
州
市
八
幡
西
区
)
ぬ
万
円

池
田
保
育
所
へ

V
永
瀬
清
子
(
池
田
新

町
)
手
作
り
貯
金
箱

清
和
国
へ

V
親
奉
会
(
森
安
太
郎
・
松

尾
謙
・
末
、
水
辰
夫
・
小
下
一
義
)
理
容

奉
仕
V
甲
斐
田
フ
ミ
リ
ぞ
う
き
ん
V
高

原
生
花
庖
リ
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
V
日
本
た
ば
こ
産
業
側
長
崎
支
屈
リ

た
ば
こ
V
本
山
昇
U
生
花
V
大
村
獅
子

舞
保
存
会
リ
獅
子
舞
慰
問
・
バ
ナ
ナ
・

タ
オ
ル

V
大
村
幼
稚
園
H
園
児
交
流
慰

問
V
滝
野
ミ
チ
コ
H
冬
瓜
V
竹
松
小
学

校
児
童
リ
交
流
慰
問
V
九
州
電
気
保
安

協
会
大
村
事
業
所
日
電
気
清
掃
奉
仕
V

日
本
舞
踊
藤
伊
紅
の
会
H

チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
発
表
会
招
待
券

慈
恵
荘
へ

V
獅
子
舞
保
存
会
H
獅
子
舞

訪
問
・
バ
ナ
ナ
・
て
ぬ
ぐ
い

V
田
川
亨

(
本
町
)
叩
万
円
V
池
田
文
次
郎
(
長
崎

市
岩
見
町
)
5
万
円
V
大
村
市
理
美
容

組
合
リ
理
容
奉
仕
V
白
石
正
(
桜
馬
場

1
丁
目
)
冬
瓜
V
向
陽
幼
稚
園
H
貼
り

絵
V
日
本
た
ば
こ
産
業
側
H
た
ば
こ

V

松
永
シ
ズ
エ
(
松
並
1
丁
目
)
生
花
教

室
指
導
V
辻
み
ち
子
(
松
並

1
丁
目
)

生
花
教
室
指
導
V
赤
木
信
雄
(
富
の
原

1
丁
目
)
車
い
す
磨
き

V
下
川
宣
義

(
富
の
原
1
丁
目
)
車
い
す
磨
き
V
永
測

屋
リ
ま
ん
じ
ゅ
う
V
芳
文
会
H
舞
踊
V

ア
ル
バ
ト
ロ
ス
U
歌
と
演
奏

泉
の
里
へ

V
立
正
佼
成
会
諌
早
教
会
大

村
支
部
川
供
養
V
登
貴
和
木
会
リ
奉
仕

V
永
測
屋
川
ま
ん
じ
ゅ
う
V
松
崎
軽
運

送
リ
紙
お
む
つ

V
大
村
獅
子
舞
保
存

会
リ
慰
問
・
果
物
V
日
本
た
ば
こ
産
業

側
H
た
ば
こ

V
白
浜
ジ
ャ
ギ
l
教
室
U

慰
問
・
日
用
品

V
藤
間
勘
巳
問
ご
一

行
リ
慰
問

大
村
子
供
の
家
へ

V
石
川
武
夫
(
玖
島

2
丁
目
)
初
万
円
V
笠
島
絹
子
(
古
町

2
丁
目
)
日
万
円
V
赤
水
清
春
(
本
町
)

1
万
円
V
大
中
同
窓
会
U
2
万
円
V
東

京
三
菱
銀
行
H
パ
ソ
コ
ン

V
長
崎
県
米

消
費
拡
大
推
進
協
議
会
U
新
米

大
村
パ
!
ル
ハ
イ
ム
へ

V
納
身
司
郎

(
池
田
新
町
)
本
・
衣
類
・
講
話

う
ぐ
い
す
の
丘
へ

V
野
口
ハ
ツ
(
東
大

村
1
丁
目
)
歌
・
お
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

V
平
光
博
美
(
木
場
1
丁
目
)
衣
類
V

大
村
獅
子
輝
幌
市
治
リ
獅
子
舞
慰
問
・

バ
ナ
ナ
V
渡
海
恵
道
(
大
川
田
町
)
ハ

ー
モ
ニ
カ
演
奏
V
岩
下
愛
(
純
心
大
学

生
)
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
V
菊
野
紗
史

(
純
心
大
学
生
)
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
V

も
み
じ
会
リ
舞
踊
V
中
央
小
学
校
6
年

2
組
・
保
護
者
リ
敬
老
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ベ
イ
サ
イ
ド
大
村
へ

V
大
村
獅
子
舞
保

存
会
日
慰
問
・
バ
ナ
ナ
V
紅
の
会
H

日

舞
招
待
券
V
日
本
た
ば
こ
産
業
側
リ
た

ば
こ

V
芳
文
美
会
H

敬
老
会
慰
問
・

梨
・

5
万
円
V
森
頼
隆
(
長
崎
市
か
き

道
)
ビ
l
ル
V
前
田
ヨ
シ
エ
(
黒
木
町
)

菓
子
V
福
田
ト
ミ
エ
(
玖
島
2
丁
目
)

菓
子
V
大
村
吟
詠
会
H

詩
吟
指
導
V

芳
文
美
(
玖
島
2
丁
目
)
民
踊
指
導
V

鹿
山
恭
子
(
久
原
1
丁
目
)
折
り
紙
指

導
V
坂
本
靖
(
玖
島
2
丁
目
)
菓
子
V

玖
島
中
学
校
生
H

「
一
日
老
人
ホ
l
ム

体
験
」
慰
問

ワ
i
キ
ン
グ
ヒ
ル
ズ
へ

V
藤
井
ス
ナ
子

(
久
原

1
丁
目
)
農
園
芸
作
業

V

河
野
祥
枝
(
幸
町
)
縫
製
作
業
V
吉
野

直
道
(
羽
牧
市
郊
タ
良
見
町
)
農
園
芸

作
業
V
当
麻
胡
津
恵
(
松
並
1
丁
目
)

縫
製
作
業
・
布
地

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

V
松
田
茂

(
玖
島
2
丁
目
)
日
万
円

す
こ
や
か
福
祉
纂
金
へ
寄
付

中川ハマさん(武部町)は、亡
夫次男さんの香典返しとして、
100万円を寄付されました。

中
国
・
長
江
流
域
水
害
義
援
金

市
民
の
皆
さ
ま
・
町
内
会
な
ど
各
種

団
体
か
ら
百
十
一
万
五
千
円
の
義
援
金

が
集
ま
り
、
中
国
総
領
事
館
を
通
じ
て

被
災
者
の
方
々
へ
お
届
け
し
ま
し
た
。

訂
正
と
お
詫
び

前
号
「
う
ぐ
い
す
の
丘
」
に

記
載
さ
れ
た
中
央
小
学
校
6
年
1
組
は

6
年
2

組
の
誤
り
で
し
た
。
紙
面
を
も
っ
て
お
詫
び
に

か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

1 1月の競艇

女10 月 29 日 ~11 月 3 日
日刊スポーツ杯争奪戦競走

女14 日 ~18 日

日本MB選手会会長杯手奪戦競走

女7 日 ~10 日

女21 日 ~25 日

女28 日 ~29 日
競艇王チャレンジカ、y

@さくら御膳・.....................2，000円
@しようぶ御膳・..................1，500円
@つつじ御膳…・・……………1，000円
@はまだや名物薬草御膳……1，500円

l3555f1377| 
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お昼のランチタイムを
始めました。
.ご予算に応じてミニ会席料理も御準備できます。

(2，500円より)
・人数に拘らず個室の御用意もできます。[要予約]

会議やお仲間同志での会食に御利用ください。

(常、個室利用は14:30まで)
.2時間前の御予約で5名様以上の方にはサウナ

付大浴場を無料開放致します。



11月の健康カレジター
1(日日) 

当番医 健康よろず相談 竹松出張所

(内) 川本内科医院 久原1丁目 色~5675

1(6月日) 
13:30-15:30 ⑮血圧・コレステロール・貧血・

(整) 松永整形外科医院西大村本町 宮③5864 肥満など気になる方・介護面の相談

一般健康相談 保健福祉センター
(訪問指導・ 市訪問リ ハビリ・リハビリ教室・保

2(月B) 
健福祉サービスについての相談合む)

13 :00-16: 00 ⑮血圧測定体脂肪量測定栄養 健診結果説明・体脂肪測定 ⑮健康手帳
相 談ほか

乳幼児すくすく健康相談 鈴田出張所

3(火日) 
当番医 ⑧9:30-11:00 ⑮小児がん(神経芽)の検査セッ
(内-小)長崎医院 寿古町 n~8615 卜渡し 育児相談・身長体重測定

(耳) わたなべ耳鼻咽喉科杭出津2丁目 色⑫2003

1(7火日) 乳幼児すくすく健康相談 福重出張所

4(水目) 
マタニティースクール ~明日の親のための学級 (5 ) ~ ⑧13:30-15:00 ⑮小児がん(神経芽)の検査セ ッ

中地区公民館 13:30-16:00 卜渡し 育児相談・身長体重測定

⑮母子健康子帳 リハビリ教室 円根気の会J 保健福祉センター

3歳児健康診査 保健福祉センター
10:00-13: 00 ⑮調理実習

5(木目) 
⑧13:00-13:30 ⑮平成7年5月生まれ(平成6年12

1(8水日) 
マタ二ティースクール ~明日の親のための学級 ( 7 ) ~

月-7年4月生まれでまだ受けていない人も受診し 中地区公民館 13:30-16:00 

てください。) ⑮母 子 健 康 手 帳 問 診 票 子供用 ⑮母子健康子帳・スラ ックス

歯ブラシ

6(金日) 1(9木日) 
献血車巡回日 市役所玄関前 9:30-11:45

成人の健康相談 福祉センター

13: 00-15: 00 ⑮40歳以上 ⑮血圧測定 3歳児健康診査 保健福祉センター

8(日日) 
当番医

⑧13:00-13:30 ⑮⑮は5日と同じ

(内・小)寺井医院 玖島1丁目 2②3574 2(0金目) 成人の健康相談 福祉センター

(産) 大村中央産婦人科水主町2丁目 2②3850 13:00-15:00 ⑮⑮は6日と同じ

ことばの教室 保健福祉センター 2(2日日) 
当番医

9(月日) 9:30-16:00 (初めての方は、健康増進課まで電話
(内・消)南野クリニ ック 乾馬場町 n@2233 

で申し込んでください。) ⑮母子健康子帳
(整) 貞松病院 東本町 2⑪1161 

⑮ ことばの発達が気になる幼児

2伺3日) 
当番医

乳幼児すくすく健康相談 保健福祉センター
(内・消)さくらクリニ ック池田1丁目 宮⑮8819
(脳) 伊崎脳神経外科 東本町 n~4230 

⑧9:30-11:00 ⑮3-4か月児(身(神乳長経食体芽教重)室測の検定育査小児セ相児ッ談がト渡んし ) 

2(4火日) リハビリ教室 っ根気の会: 保健福祉センター集合

10(火日) 
⑧13:30-15:00⑮10か月児以上(撃事腎伊) 10:00 ⑮パールハイム見学

⑮子供用歯ブラシ (現在使用中のもの)またはガー 1歳6か月児健康診査 保健福祉センター
ゼがあれば持参ください

2(6木日) 
⑧13:00-13:30 ~平成9年4月生まれ(平成8年11

リハビリ教室 j根気の会 P 保健福祉センター
月-9年3月生まれでまだ受けていない人も受診 し

てください。) ⑮母子健康子帳・問診票・タオル・
13:30-15:30 ⑮音楽療法 ・言語訓練

母子共現在使用中の歯ブラシ

マターアイースクール ~明日の親のための学級 (6 ) ~
2(7金日) 1歳6か月児健康診査 保健福祉センター

1(3金日) 
夜の部 『お父さん出番ですよPART・2": ⑧13: 00-13 :30 ⑮⑮は26日と同じ
中地区公民館 18:30-20:00 

当番医⑮新婚夫婦・妊婦と夫
2(9日日) ⑮母乳育児と父親の役割について 小児科医師 (胃・内)フジイ 胃腸科ク リニック東本町 宮~8686

1(4土日) 
(片内.[[)原医院 宮小路1丁目 n~8427

耳とことばの相談 福祉センタ- 13:00-15:00 3(0月日) ことば、の教室 保健福祉センター

9:30-16:00 ⑮⑮については9日と同じ

1(5日日) 
当番医 略号の説明 ⑮…対象 ⑧…受け付け ⑩内容
(小) 田川小児医院 東本町 n@4000 ⑮…持ってくるもの
(眼) 長津眼科医院 沖田町 n~9300 当番医の診療時間 9:00-18:00 

什
月
は
、
市
・
県
民
税

(
3
期
)
と
国
民
健
康
保
険
税

(
5
期
)
の
納
期
で
す
。

納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で

L 

三 ν m~~@'i 三 :リ--国~~喜;;ff.思想罵程調溜欄擁謂関掘調

教育ローン
。 九州銀行大村支庖 大村市本町436-13

n52-3唱36
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わ
が
ま
ち
自
慢
• 
再
発
見
1
・

g 
v 

【
木
、
王
町
】

紫
・
白
・
赤
・
黄
・
緑
の
座

布
団
が
重
な
り
あ
っ
た
れ
ん
台

が
、
若
者
の
汗
と
熱
気
が
飛
び

交
う
中
威
勢
よ
く
宙
を
舞
う
。

こ
れ
は
、
水
主
町
に
伝
わ
る
伝

統
芸
能
「
コ
ッ
コ
デ
シ
ョ
」
で

す
。
二
箔
激
L
l
年
前
、
第
お
代

城
主
・
純
富
公
の
時
代
、
大
上

戸
川
が
増
水
氾
濫
し
、
水
主
町

は
、
一
面
泥
海
と
化
し
ま
し
た
。

そ
う
ゆ
え
冶
、
若
冠
お
歳
の
松
尾

輿
右
ェ
門
は
、
町
の
若
者
を
動

員
し
、
防
水
工
事
を
成
し
遂
げ
、

大
災
難
を
免
れ
ま
し
た
。

そ
の
功
績
で
、
純
富
公
か
ら

賞
詞
を
賜
り
、
そ
の
年
の
秋
、

町
の
若
者
と
「
コ
ッ
コ
デ
シ
ョ
」

を
繰
り
出
し
、
富
松
大
権
現

な
ど
に
奉
納
し
た
こ
と
に
始

ま
り
ま
す
。

城
主
の
参
勤
交
代
の
時
な

ど
に
も
演
じ
ら
れ
て
い
た
、

「
コ
ッ
コ
デ
シ
ョ
」
の
れ
ん

台
は
、
参
勤
交
代
で
大
井
川

(
静
岡
県
)
を
渡
る
殿
様
の

様
子
を
取
り
入
れ
た
も
の
で

あ
る
と
も
、
「
堺
ダ
ン
ジ
リ
」
の

流
れ
を
く
ん
だ
も
の
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
「
水
主
町
の
コ

ッ

コ
デ
シ
ョ
は
後
者
で
は
な
い
か
」

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
昭
和

白
年
の
水
害
で
、
れ
ん
台
等
は

全
部
流
失
、
太
鼓

一
つ
が
残
っ

た
だ
け
で
「
コ
ッ
コ
デ
シ
ョ
」

・
ぢ

」

は
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
い

一吋

一

ま
し
た
。
昭
和
江
旬
、
必

γ

ア
占

年
ご
ろ
大
村
部
隊
で
演

-

じ
ら
れ
て
い
る
の
を
見

-
て
、
水
主
町
の
皆
さ
ん

ま
の
胸
に
コ

ッ
コ
デ
シ
ョ

幻
復
活
の
思
い
が
高
ま
り
、

村
こ
の
伝
統
芸
能
を
守
る

d
p
 

も
た
め
、
昭
和
回
年
に
保

U
存
会
が
設
立
さ
れ
、
今

江
川
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

一正
昔
は
、
富
松
神
社
へ

一日
の
奉
納
、
秋
ま
つ
り
、

一持
大
村
く
ん
ち
な
ど
の
節

f
J

シ
リ
ー
ズ

ω
i

日
毎
に
披
露
し
て
い
ま
し
た
が
、

現
在
は
、

3
年
に

1
度
、
大
村

ま
つ
り
だ
け
で
演
じ
ら
れ
て

い

ま
す
。
ま
た
、
水
主
町
だ
け
で

は
、
若
い
担
ぎ
手
が
足
り
ず
市

内
外
か
ら
も
応
援
を
受
け
て
い

ま
す
。
担
ぎ
子
弘
人
、
太
鼓
.f

さ
い
ふ
り
に
子
供

8
人
、
棒
先

4
人
、
大
采
配

4
人
、
総
指
揮

者
1
人
の
計
日
人
で
、
約

1
ト

ン
あ
る
れ
ん
台
を
担
ぎ
ま
す
。

「ハ

i
ヨ
l
ヤ
l
サ
l
」
の
勇
壮

な
掛
け
声
「
ト
パ
セ
・
ト
パ
セ
」

の
は
や
し
で
、
い
っ
き
に
走
り

出
し
ま
す
。
そ
し
て
、

「
コ
ッ
コ

デ
シ
ョ
」
の
掛
け
声
で
、
天
高

く
放
り
上
げ
る
様
は
、

勇
壮
で

華
麗
、
若
者
の
熱
気
と
意
気
込

み
を
伝
え
て
く
れ
ま
す
。
こ
の

日
月
3
日
の
大
村
ま
つ
り
で
披

露
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
衆
端
末
機
」

を
設
置
し
ま
し
た
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市民相談コーナー (秘書広報課)て・すべて無料てや行って
います。お気軽にご相談ください。

4日(水) 法律相談 10 : 00-15 : 00 

5日(木) 人権栢談 10 : 00-15 : 00 

12日(木) 行政相談 9 : 30-12 : 00 

18日(水) 法律相談 10 : 00-15 : 00 

24日(火) 交通事故相談 10 : 00-16 : 00 

25日(水) 年金相談 10 : 00-15 : 00 

27 E3 (金) 不動産相談 13 : 00-16 : 00 

※法律相談は申し込みが10人になり次第締め切ります。
※受け付けは午前8時30分からです。 (電話での受け付けはいたしません)
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スポ ツの秋をむかえ、各学校の運動会を取材。我がもの顔で、グランド
を走リロリ、写真を、パチリ パチリ。 保護者の皆さん、ビデオの片隅に写
っていたらごめんなさい。しかし、 暑い 日でした。 (秋)
運動会は、 子供達の必死で走る姿や応援する親の表情 つひとつに、熱い

ものを感じる絶好の機会です。うれし、はずかし、緊張しと、そういう子供
達を力メラで追いかけながら、一生懸命がんばっている姿に爽やかなものを
感じました。運動会が終わるとあっという簡に、秋が過ぎ去っていく気がし
ます。これが読まれる頃には、忘年会の話がちらほら出ているのではないで・
しょうか。 寒くなっていく季節ですが、残り少なしi1998年、子供達に負け
ないように、熱い気持ちで乗り切りたいてかすね。 (樹)

先日、多良火山火口壁ウォ クに参加して、久しぶりに多良岳ヘ登った。
きついだろうと覚悟していたが、金泉寺までは割とあっけなく着いた。山岳
会の方が先頭を歩いでいたので、ペース配分がよかったのだと思う。途中、
休憩で腰をおろし、リュックを下ろす。j干でびっしょリぬれたTシャツがし
ばらくすると 、ひんやり冷たくなってくる。沢付近の空気は特に澄んでいて、
何度も深呼吸したくなる。また登ってみたいと思うが、翌 (々 )日の筋肉痛
を和らげるためにも、日ごろの運動不足を何とかしなくては 。(あ)
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